
雨
漢
時
代
の
一
商
業
と
市

事氏

屋

正

末日

は

し

が

き

一
前
漢
前
半
期
の
商
業
と
市

二
富
商
大
賓
の
後
退
と
事
権

三
前
漢
後
牢
期
以
降
の
商
業
と
市

む

す

び

-111ー

t土

し

ヵ>

き

漢
時
代
の
市
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
長
安
九
市
の
位
置
、

市
の
構
造
、
市
籍
の
性
格
、

(
1〉

目
、
市
の
手
工
業
、
市
の
遊
民
・
遊
侠
な
ど
に
闘
す
る
研
究
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
、
市
の
存
在
形
態
は
か
な
り
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
た

だ
、
市
は
本
来
一
商
業
の
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
と
一
商
業
と
の
か
か
わ
り
、
具
鐙
的
に
は
嘗
時
の
商
業
の
中
に
し
め
る
市
の
位
置
、
市

お
よ
び
雨
漠
四

0
0年
聞
に
生
じ
た
そ
れ
ら
の
獲
濯
に
つ
い
て
は
、

官
に
よ
る
市
の
規
制
、

市
に
お
け
る
営
業
品

に
お
け
る
商
業
の
寅
態
、

い
ま
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た

前
漢
後
牟
期
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
の
時
期
ハ
た
だ
し
、
王
奔
末
期
・
後
漢
初
期
を
の
ぞ
く
〉
の
一
商
業
・
貨
幣
経
済
が
前

(
2〉

漢
前
牟
期
に
比
し
て
全
面
的
に
衰
退
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
は
い
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
前
漢
前
半
期
に
活

ぃ
。
筆
者
は
さ
き
に
、
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漉
に
活
動
し
た
富
語
大
買
が
、
武
一
帝
期
に
一
時
的
に
停
滞
し
た
の
ち
、
前
漢
後
半
期
に
復
活
し
た
か
に
み
え
た
も
の
の
、
後
漢
時
代
に
は
そ
の
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活
力
を
減
退
さ
ぜ
て
い
た
と
い
う
事
寅
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
商
業
が
衰
退
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と
す
る
と
、
一
高
一
業
の
あ
り
方
は
南
漢
四

O

O
年
の
聞
に
大
き
く
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
珠
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
観
黙
か
ら
、
雨
漢
時
代
の
一
商
業
の
繁
濯
を
、
市
と
の

闘
聯
の
中
で
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
富
一面
大
買
の
政
一商
的
・
投
機
的
一
商
業
に
か
わ

っ
て
、
前
漢
後
半
期
に
出
現
す
る
事
権
に
つ
い
て
も
、

そ
の

一
端
に
ふ
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
漢
前
半
期
の
商
業
と
市

武
一
一
帝
は
困
窮
し
て
き
た
財
政
を
た
て
な
お
す
た
め
に
、
瞳
織
の
専
買
、
掃
銭
令
の
制
定
、
均
総
・
卒
準
の
開
始
、
告
縄
の
適
用
な
ど
、
財
政

(
3
)
 

増
牧
の
た
め
の
諸
政
策
を
採
用
し
た
。
こ
れ
ら
は
抑
一
商
政
策
の
性
格
を
も
ち
、
結
果
と
し
て
商
業
は
一
時
的
に
停
滞
し
た
。
木
簡
で
は
、
こ
う

し
た
政
策
が
と
ら
れ
る
以
前
の
商
業
と
市
と
の
閥
係
の
一
端
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

前
漢
前
半
期
の
一
商
業
で
最
も
め
だ
つ
の
は
富
一
商
大
買
の
活
動
で
あ
る
。
ま
ず
富
一
商
大
買
の
動
き
を
通
じ
て
、

こ
の
時
期
の
商
業
と
市
と
の
開

の
ん

係
を
み
て
お
こ
う
。

『
史
記
』
巻
一
二
九
貨
殖
列
俸
に

漢
輿
り
て
、
海
内

は
莫
く
、
其
の
欲
す
る
所
を
得
。

一
と
震
り
、
閲
梁
を
聞
き
、
山
津
の
禁
を
弛
む
。
是
を
以
て
富
一
商
大
買
、
天
下
を
周
流
し
、
交
易
の
物

通
ぜ
ざ
る

こ
の
時
期
の
富
一
商
大
買
は
天
下
を
周
流
し
て
い
た
。
富
一
商
大
買
は
、
各
地
の
生
産
者
か
ら
各
種
の
一
商
品
を
集
荷
し
、
そ
れ
を

(

4

)

 

都
市
の
市
に
轄
賀
す
る
ほ
か
、
中
央
政
府
や
郡
・
園
・
牒
の
諸
官
府
と
取
引
き
し
、
各
地
の
諸
侯
王
・
列
侯
・
高
官
や
豪
族
と
い
司
た
有
力
者

と
あ
る
よ
う
に
、

に
箸
修
品
な
ど
を
販
買
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
中
央
や
郡
・
園
・
豚
の
諸
官
府
と
富
一商
大
買
と
の
取
引
き
が
ま
ず
問
題
に
な
る
。

中
央
諸
官
が
必
要
物
資
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

『
史
記
』
巻
三

O
卒
準
書
に
、

桑
弘
羊
が
元
封
元
〈
前

二

O
)
年
に
均
轍
官
・
卒

準
官
の
設
置
を
奏
請
す
る
さ
い
の
こ
と
と
し
て

弘
羊
、
諸
官

各
と
自
ら
市
ひ
て
、
相
ひ
輿
に
争
ひ
、
物

故
に
騰
躍
し
て
、
天
下
の
賦
稔
、
或
い
は
其
の
倣
費
を
償
は
ざ
る
を
以
て
、



乃
ち
請
ふ
ら
く
、

と
あ
る
よ
う
に
、
諸
官
自
韓
が
市
で
購
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
形
態
は
そ
れ
以
前
に
も
み
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

そ
う

『
史
記
』
巻

一
二
二
張
湯
列
俸
に
は

(
張
湯
)
始
め
て
小
吏
と
漏
り
、
乾
捜
し
て
、
長
安
の
富
買
田
甲

・
魚
翁
叔
の
麗
と
交
私
す
。

と
あ
り
、
ま
た
御
史
大
夫
張
湯
の
罪
献
を
謹
言
す
る
長
安
の
富
貰
田
信
の
語
を
の
せ
て

た
〈
わ

湯
の
且
に
奏
請
せ
ん
と
欲
す
る
や
、
信
輔
ち
先
に
之
を
知
り
、
物
を
居
へ
て
富
を
致
し
、
湯
と
之
を
分
つ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
富
一
商
大
買
は
し
か
る
べ
き
官
吏
と
交
通
し
、
官
の
必
要
物
資
買
い
上
げ
で
利
盆
を
濁
占
し
て
い
た
。
そ
の
さ
い
、
富
一
商
大
買

し
た
形
態
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

と
中
央
諸
官
と
の
取
引
き
は
、
利
盆
の
濁
占
と
い
う
性
格
上
、
市
を
逼
さ
な
い
直
接
取
引
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
郡

・
園

・
鯨
の
官
街
と
富
-
商
大
買
と
の
取
引
き
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
『
漢
書
』
巻
二
四
食
貨
志
上
に
の
せ
る
量
錯
の
上
言
を

其
の
富
厚
に
因
り
て
、

王
侯
と
交
、通
し
、
力
は
吏
の
勢
ひ
を
過
ぎ
、
利
を
以
て
相
ひ
傾
く
。

-113ー

み
る
と
、
富
商
大
買
に
つ
い
て

と
あ
り
、

『
史
記
』
貨
殖
列
俸
に
は

宛
の
孔
氏
、
:
:
:
車
騎
を
連
ね
て
諸
侯
に
激
び
、
因
り
て
商
買
の
利
を
通
ず
。

と
あ
り
、
ま
た

斉
の
俗
は
奴
虜
を
賎
し
む
。
而
る
に
司
聞

わ
る
が
し
ζ

い

濁
り
之
を
愛
貴
す
。
築
世
間
の
奴
は
人
の
患
ふ
る
所
な
り
。
唯
だ
可
閲

牧
め
取
り
、
之
を

し
て
漁
瞳

・
一
商
買
の
利
を
逐
は
し
む
。
或
い
は
車
騎
を
連
ね
て
守

・
相
に
交
は
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
富
一
商
大
買
〈
と
そ
の
使
用
人
)
は
諸
侯
王

・
列
侯
や
郡

・
園
の
守

・
相
と
交
通
し
て
利
盆
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
諸
侯

王

・
列
侯
や
郡
・
園
の
守

・
相
に
よ
る
私
物
の
購
入
の
ほ
か
、
郡
・
園

・
豚
の
官
街
の
物
資
購
入
を
前
提
と
す
る
交
通
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
閥
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係
を
背
景
と
す
る
取
引
き
も
、
市
を
逼
さ
な
い
直
接
取
引
き
が
多
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
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つ
ぎ
に
、
諸
侯
王

・
列
侯
や
高
官
な
ど
へ
の
お
官
修
品
の
販
買
に
つ
い
て
み
よ
う
。

『
漢
愛
国
』
巻
六
五
東
方
朔
俸
に
は
、
館
陶
公
主
が
近
幸
し

た
董
恒
に
つ
い
て

年
十
三
、
母
に
随
ひ
て
主
の
家
に
出
入
す
。

(
5
)
 

と
あ
る
よ
う
に
、
武
一帝
初
期
、
商
一
人
が
公
主
の
邸
を
訪
問
し
て
お
古
修
品
を
販
賀
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
公
主
の
邸
内
に
高
官
修
口
問
を
も
ち

始
め
僅

母
と
珠
を
買
る
を
以
て
事
と
震
す
。
信

こ
ん
だ
の
は
零
細
な
一
商
人
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
あ
げ
た
、
中
央
の
官
吏
や
諸
侯
王

・
列
侯
、
郡
・
園
の
守

・
相
と
富
一商
大
買
と

が
交
、
通
し
て
い
た
と
い
う
事
買
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

富
一
商
大
買
を
は
じ
め
と
す
る
一
商
人
が
、

て
、
布
告
修
品
を
直
接
販
買
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

諸
侯
王

・
列
侯
や
高
官
な
ど
の
邸
を
訪
問
し

そ
れ
で
は
、
素
封
家
以
下
の
農
民
は
市
と
ど
の
よ
う
な
闘
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

を
移
す
」
の
僚
を
み
る
と

(
6〉

『
西
京
雑
記
』
巻
二
「
新
豊
を
作
り
て
奮
祉

か
江
し
み
い
た
む

長
安
に
徒
り
、

深
宮
に
居
り
、
懐
憶
し
て
楽
し
ま
ず
。
高
粗
縮
か
に
左
右
に
因
り
て
其
の
故
を
問
ふ
。
以
へ
ら
く
、

生
の
好
む
所
、
皆
屠
版
の
少
年
、
酒
を
酷
り
、
餅
を
頁
り
、
難
を
闘
は
せ
、
蹄
を
蹴
り
、
此
れ
を
以
て
歓
を
爵
す
。
今
皆
此
れ
無
し
。
故

太
上
皇

「
卒
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に
以
て
楽
し
ま
ず
」
と
。
高
租

(

7

)

 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
秦
時
代
の
捕
鯨
の
盟
邑
に
は
屠
販
の
少
年
が
お
り
、
酒
や
餅
が
買
ら
れ
、
闘
鶏
や
蹴
胸
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ

〈

8
)

れ
は
蛍
時
の
市
の
様
子
を
し
め
し
て
い
る
と
み
て
よ
く
、
買
物
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
遊
び
場

・
社
交
場
で
も
あ
る
と
い
う
市
の
性
格
は
浦

乃
ち
新
豊
を
作
り
、
諸
と
の
故
人
を
移
し
て
之
を
買
す
。
太
上
皇

乃
ち
悦
ぶ
。

鯨
盟
邑
で
も
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
自
営
小
農
民
で
あ
る
劉
邦
の
父
も
、
そ
う
し
た
市
に
出
入
し
て
た
の
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
前
漢
前
半
期
以
前
の
農
民
は
、
劉
邦
の
父
の
よ
う
に
頻
繁
に
市
に
出
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
と
、
司
馬
遜
は
、
資
産
一

O
O寓
で
二

O
蔦
の
利
潤
を
あ
げ
る
大
規
模
経
営
の
素
封
家
に
つ
い
て

市
井
を
窺
は
ず
、
異
邑
に
行
か
ず
、
坐
し
て
牧
を
待
つ
。
身
に
底
土
の
義
有
り
て
給
を
取
る
。

『
史
記
』
貨
殖
列
俸
を
み

と
記
し
て
い
る
。
素
封
家
の
中
に
は
自
分
で
商
業
一
を
粂
営
し
て
い
た
者
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
み
え
る
素
封
家
は
、

み
ず
か
ら
市
に



出
入
し
て
生
産
品
を
販
買
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
蓋
し
、
詩
人
が
買
入
れ
に
く
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
、

素
封
家
へ
の
脊
修
品
販
買
も
行
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
9〉

『
瞳
織
論
』
水
阜
第
三
六
の
賢
良
の
言
を
み
る
と
、
織
専
買
が
貫
施
さ
れ
て
い
な
い
と
き
の
織
器
の
製
造
・
販
買

他
方
、
小
農
民
の
場
合
、

に
つ
い
て

家
人

之
を
肝
陪相
のひ
開-
fこ『こ

街2し
ぐて

民父
子

善
か
ら
ざ
れ
ば
嘗
れ
ず
。
農
事
急
な
れ
ば
、
挽
運
し
で

か帥
J

う
り

相
ひ
輿
に
市
買
し
、
財
貨
・
五
穀
を
以
て
新
幣
易
貿
し
、
或
い
は
時
に
貰
す
る
を
得
。
民

あ
は

力
を
裁
せ
、
各
ミ
務
め
て
善
器
を
震
る
。
器

作
業
を
棄

て
ず
。

田
聞
に
鍛
製
農
具
を
も
っ
て
き
て
販
買
す
る
鎖
一
商
人
が
あ
っ
た
か
ら
、
織
製
農
具
購
入
の
た
め
に
市
に
行
か
な
く
て
よ
い
小

農
民
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
鍛
専
買
開
始
以
前
の
寅
情
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
小
農
民
は
、
穀
物
の
ほ
か
に
す
で
に
謹
織
を

(

叩

〉

行
な
い
、
茶
茄
・
瓜
瓢
・
果
臓
な
ど
を
栽
培
し
、
鶏
豚
・
狗
設
を
飼
育
し
、
徐
剰
分
を
販
買
し
て
副
牧
入
を
え
て
い
た
。
小
農
民
は
こ
れ
ら
の

も
の
を
市
に
も
ち
こ
ん
で
販
買
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
回
開
・
庭
先
で
商
人
に
買
り
わ
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

と
あ
る
よ
う
に
、

-115ー

一
般
に
は
、

『
史
記
』
巻
二
五
律
書
の
太
史
公
費
に

と
た
ん
の
〈
る
し
み

文
一
帝
一
の
時
、
舎
ミ
天
下
新
た
に
湯
火
を
去
り
、
人
民

迭
に
安
し
。
年
六
七
十
の
翁
自
り
、
亦
た
未
だ
嘗
て
市
井
に
至
ら
.す
。
海
致
・
嬉
戯
す
る
こ
と
小
児
の
肢
の
如
し
。

業
を
築
し
む
。
其
の
然
る
を
欲
す
る
に
因
り
、
能
く
擾
凱
せ
ず
。
故
に
百
姓

と
あ
る
よ
う
に
、
老
人
で
す
ら
市
に
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

か
く
て
、
前
漢
前
牟
期
、
農
民
は
素
封
家
も
小
農
民
も
、
特
別
な
用
事
が
な
け

れ
ば
市
に
は
あ
ま
り
出
入
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
劉
邦
の
父
は
む
し
ろ
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
嘗
時
の
市
の
賑
わ
い
は
、

〈

日

〉

戦
園
時
代
以
来
、
遊
民
な
ど
の
都
市
住
民
に
よ
っ
て
現
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

前
漢
前
半
期
は
富
一
商
大
買
が
最
も
精
彩
を
は
な
?
た
時
期
で
あ
り
、
一
商
業
も
さ
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
一
商
業
と
市
と
の
闘

係
を
み
る
と
、
案
外
、
市
外
で
の
取
引
き
が
多
く
、
商
業
の
中
に
し
め
る
市
の
比
重
は
小
さ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

659 
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富
一
商
大
買
の
後
退
と
喜
権

富
一
商
大
買
が
武
一
帝
の
抑
一商
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
う
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
々
論
及
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、

前
漢
後
半
期
に
富
一
商
大
買
は
復
活
し
た
か
に
み
え
た
が
、

そ
の
政
一
商
的

・
投
機
向
性
格
は
め
だ
た
な
く
な
り
、
後
漢
時
代
に
は
そ
の
活
力
が
減

退
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し

つ
い
で
そ
れ
に
か
わ
っ
て
出
現
し
た
喜
権
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

前
漢
時
代
、
陵
ロ
巴
へ
の
徒
民
の
基
準
は
、
武
一
帝
期
の
「
醤
三
百
高
以
上
」
か
ら
宣
一
帝
期
に
「
砦
百
蔦
(
以
上
)
」
に
減
少
し
た
が
、

成
一帝
期

に
「
貨
五
百
高
以
上
」
に
ふ
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
武
一帝一
の
抑
商
政
策
に
よ
っ
て

一
時
停
滞
し
た
商
業
が
、
前
漢
後
牢
期
に
回
復
し
て
き

(

ロ

〉

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
は
た
し
て
『
漢
書
』
巻
九
一
貨
殖
俸
は
、
成
一帝

・
京

一一帝
・
王
葬
の
こ
ろ
の
、
成
都
の
羅
哀
、
臨
泊
の
姓
偉
、
縦
陽

の
張
長
叔
・
蒔
子
仲
、
杜
陵
の
奨
嘉
、
茂
陵
の
塾
網
、
卒
陵
の
如
氏
・
亘
氏
、
長
安
の
王
君
房
・
奨
少
翁
・
王
孫
大
卿
と
い
っ
た
資
産
数
千
蔦

か
ら
一
億
の
富
一
商
大
買
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
漢
後
半
期
の
富
一商
大
買
の
政
一
商
的

・
投
機
的
活
動
と
し
て
は
、

『
漢
書
』
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巻
九

O
田
延
年
俸
に

是
れ
よ
り
先
、
茂
陵
の
富
人
焦
氏
・
買
氏
、
数
千
首
問
を
以
て
、
陰
か
に
炭
葦
、
諸
の
下
里
の
物
を
積
貯
す
。
昭
一
帝
の
大
行
の
時
、
方
上
の

に
わ

事
暴
か
に
起
り
、
用
度
末
だ
排
ぜ
ず
。
延
年

以
て
利
を
求
め
ん
と
欲
す
。

奏
し
て
言
ふ、

「
一
商
貰
或
い
は
務
め
方
上
・
不
鮮
の
器
物
を
牧
め
、
其
の
疾
く
用
ひ
ら

る
る
を
翼
ひ
、

民
臣
の
嘗
に
魚
す
べ
き
所
に
非
ず
。

鯨
官
に
混
入
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
」
と
。

奏
し
て
可
さ

る。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
商
業
が
全
般
的
に
停
滞
し
て
い
た
と
さ
れ
る
昭
一帝
末
期
に
、
茂
陵
の
焦
氏

・
買
氏
が
昭
一帝
一
の
葬
儀
に
か
か
わ
る
物
資
の
買
い

占
め
と
い
う
投
機
的
活
動
を
行
な
っ
た
こ
と
、

初
め
〈
羅
)
哀

『
漢
書
』
貨
殖
俸
に
は

京
師
に
買
し
、

身
に
数
十
・
百
寓
を
随
へ
、

卒
陵
の
石
氏
の
痛
に
銭
を
持
す
。

巴
・
萄
に
往
来
せ
し
む
。
数
年
の
聞
に
千
絵
高
を
致
す
。
哀

其
の
人

彊
力
な
り
。

石
氏
の
醤
は

如
・
宜
に
衣
ぐ
。
親
信
し
て
責
を
厚
く
し
、
之
を
遣
は
し
、

其
の
牢
ば
を



奉
げ
て
曲
陽
・
定
陵
侯
に
賂
遣
し
、
其
の
権
力
に
依
り
て
、
郡
・
園
に
除
貸
し
、
人
の
敢
へ
て
負
く
も
の
莫
し
。
盟
弁
の
利
を
撞
に
し
、

期
年
に
し
て
得
る
所
自
ら
倍
し
、
迭
に
其
の
貨
を
殖
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
さ
き
に
み
た
羅
哀
が
、
成
帝
期
に
曲
陽
侯
王
根
・
定
陵
侯
淳
子
長
と
の
親
密
な
関
係
を
背
景
と
し
て
政
一
商
的
行
動
を
と

っ
た

(

日

〉

王
葬
期
に
は
、
富
買
の
一
部
が
五
均
・
六
斡

(
H六
発
)
を
携
嘗
す
る
命
土

(
『
漢
書
』
各
二
四
食
貨
志
下
)
や
、

こト』、

前
漢
の
市
令
に
相
嘗
す

る
京
司
市
師
(
『
漢
書
』
貨
殖
俸
)
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
あ
り
、

そ
の
政
一商
的
・
投
機
的
性
格
は
前
漢
前
牢
期
よ
り
後
退

し
た
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。

新
末
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け
て
は
、
農
業
の
破
壊
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
一
商
業
も
一
時
衰
退
し
た
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
商
業
は
復
活
し
、
富

『
後
漢
書
』
停

一
入
上
桓
誇
列
俸
と
『
後
漢
書
』
停
三
九
仲
長
統
列
俸
所
引
の
『
昌
言
』
理
組
篇
の
記
事
と
に
そ
の
存
在
が
確
認

さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
漢
の
富
一
商
大
買
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
そ
の
具
瞳
的
な
人
名
が
ほ
と
ん
ど
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
、
第
二
に
、
機
謹
や

莞
と
の
戦
争
な
ど
と
い
う
、
政
一商的

・
投
機
的
活
動
に
は
し
り
や
す
い
時
代
背
景
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に

-
商
大
買
も
、

記
し
た
記
事
が
み
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
貼
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
後
漢
時
代
の
富
一
商
大
貰
が
全
瞳
と
し
て
活
力
を
減
退
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さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

そ
の
こ
と
は
、
富
商
大
買
と
箸
修
品
商
業
と
の
関
係
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
史
記
』
貨
殖
列
停
を
み
る
と
、
前
漠
前
半
期
、

萄
の
卓
氏
は
濃
と
の
貿
易
に
従
事
し
、
程
鄭
は
椎
警
の
民
〈
H
西
南
夷
〉
と
交
易
し
て
い
た
。

な
ど
の
有
力
者
は
、
こ
う
し
た
富
語
大
買
を
は
じ
め
と
す
る
行
商
の
手
を
通
じ
て
外
園
や
遠
方
に
産
す
る
箸
修
ロ
聞
を
入
手
し
て
い
た
の
で
あ

(

M

C

(

t

u

〉

る
。
後
漢
で
も
外
園
や
遠
方
で
産
す
る
者
修
品
が
流
通
し
て
お
り
、
富
一
商
大
買
も
そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
、

嘗
時
の
各
地
の
諸
侯
王
・
列
侯
・
高
官
や
豪
族

『
太
卒
御
覧
』
巻
九
八
こ
に
は

班
園
、
弟
の
超
に
輿
ふ
る
の
書
に
日
く

「資
侍
中
、
雑
繰
七
百
疋
を
載
せ
て
、
月
氏
の
蘇
合
香
を
市
は
し
む
」
と
。

661 

と
あ
り
、

『
太
卒
御
覧
』
巻
八
一
六
に
は
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「
寅
侍
中
、
前
に
人
に
銭
八
十
寓
を
寄
し
て
、
市
ひ
て
雑
扇
十
飴
張
を
得
し
む
」
と
。

(

凶

)

と
あ
る
よ
う
に
、
和
一
帝一
期
の
外
戚
賓
憲
は
直
接
人
を
涯
遣
し
て
月
氏
の
蘇
合
香
や
西
域
の
雑
闘
を
買
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
惇
七
二

下
左
慈
列
俸
に
は
、
司
空
盲
目
操
の
言
と
し
て

班
園
、
弟
の
超
に
輿
ふ
る
の
蓄
に
日
く

五
ロ

前
に
人
を
遣
は
し
て
萄
に
到
り
錦
を
買
は
し
む
。

と
あ
り
、
曹
操
が
人
を
涯
遣
し
て
窃
の
錦
を
購
入
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
漢
時
代
の
権
力
者
が
外
園
や
遠
方
の
高
官
修

品
を
、

富
一
商
大
買
の
手
を
遁
じ
て
で
は
な
く
、
直
接
人
を
涯
遣
し
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
て
き
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
後
漢
時
代
の
富
一
商
大

買
の
活
力
が
減
退
し
て
い
た
こ
と
を
側
面
か
ら
も
の
が
た
つ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
後
半
期
に
富
商
大
買
の
政
一
商
的

・
投
機
的
性
格
が
以
前
よ
り
後
退
し
、
後
漢
に
な
っ
て
そ
の
活
力
が
減
退
し
て

く
る
の
に
か
わ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
め
だ
っ
て
く
る
の
は
掌
稚
で
あ
る
。
事
権
は
事
擢

・
草
較
・
草
擢
と
も
表
記
さ
れ
、
本
来
は
「
す
べ
て
」

後
引
の
『
後
漢
書
』
霊
一帝
紀
(
事
例
③
)
の
注
に
引
く
『
漢
書
一
音
義
』
に
「
飴
人
の
頁

そ
れ
が
輔
じ
て
、
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の
意
で
あ
る
(
『
康
雅
』

各
六
四
押
訓
)
。

さ
え
ぢ

買
を
一
障
り
、
自
ら
其
の
利
を
取
る
を
調
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
他
人
の
買
買
を
さ
ま
た
げ
て
利
盆
を
濁
占
す
る
こ
と
の
意
で
使
用
さ
れ
た
。

(

げ

)

草
橋
に
つ
い
て
は
、
簡
皐
に
言
及
し
た
研
究
は
あ
る
が
、
い
ま
だ
全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
若
干
の
考

察
を
く
わ
え
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
前
漢
か
ら
後
漢
ま
で
の
事
権
の
記
事
を
ほ
ぼ
時
代
順
に
列
察
し
て
お
こ
う
。

③
是
の
時
〈
1
成
一帝
期
)
昌
陵
を
起
し
、
陵
邑
を
佳
作
す
。
貴
戚

・
近
臣
の
子
弟

・
賓
客
、
事
権
し
て
姦
利
を
震
す
者
多
し
。
(
丞
相
司
直
翠
)

方
進
、
嫁
史
を
部
し
て
覆
案
し
、
大
姦
賊
数
千
寓
を
震
く
。

@
(
成
一
帝
期
、
陳
威
)
後
に
寛
に
徴
さ
れ
入
り
て
少
府
と
震
る
。
少
府
は
質
物
・
属
官
多
し
。
威

椎
の
財
物
を
混
入
す
。
官
属
及
び
諸
の
中
宮
黄
門
・
鈎
盾
・
披
庭
の
官
吏
、
奉
奏

・
按
論
さ
れ
、
威
を
畏
れ
て
皆
気
を
失
ふ
。

(
『
漢
書
』
巻
八
回
程
方
準
停
)

皆
鈎
校
し
て
、
其
の
姦
臓
を
瑳
き
、
事

(
『
漢
書
』
巻
六
六
陳
威
俸
〉

@
(
地
皇
三
年
四
月
、

王
〉
葬

書
を
下
し
て
日
く

「
惟
ふ
に
民
の
困
乏
は
、
浮
く
諸
倉
を
聞
き
て
以
て
之
に
賑
贈
す
と
雄
も
、
猶
ほ
未



だ
足
ら
ざ
る
を
恐
る
。
其
れ
且
く
天
下
の
山
津
の
防
を
聞
き
、
諸
ミ
の
能
く
山
津
の
物
を
采
取
し
て
月
令
に
順
ふ
者
は
、
其
れ
恋
に
之
を

聴
し
、
税
を
出
さ
し
む
る
勿
れ
。
地
皇
三
十
年
に
至
り
て
故
の
如
く
せ
ん
。
是
れ
王
光
の
上
戊
の
六
年
な
り
。
如
し
豪
吏
・
猪
民
を
し
て

草
し
て
之
を
擢
せ
し
め
ば
、
小
民
蒙
ら
ず
、
予
が
意
に
非
る
な
り
。
:
:
:
」
と
。

(
「
漢
書
』
巻
九
九
王
葬
停
下
)

@
建
武
中
、
(
汝
南
)
太
守
部
員
、
其
(リ
鴻
徳
政
〉
の
功
を
修
復
せ
ん
と
欲
す
。
(
許
〉
楊

す
。
楊
日
く
、
大
い
に
悦
び
、
因
り
て
楊
を
署
し
て
都
水
擦
と
矯
し
、

さ
ム
』

水
脈
に
廃
る
と
聞
き
、

召
し
て
興
に
之
を
議

「::・」。

農

楊
高
下
・
形
凱
に
因

其
の
便
を
得
、
累
歳
大
い
に
稔
る
。
初
め
豪
右
・
大
姓
、
肢
役
に

其
の
事
を
典
ら
し
む
。

り
て
、
塘
を
起
す
こ
と
四
百
齢
里
、
数
年
に
し
て
乃
ち
立
つ
。
百
姓

因
縁
し
て
、
競
ひ
て
在
所
に
事
較
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
楊
一
も
聴
す
無
し
。

⑤
(
桓
一
帝
一
期
、
武
原
侯
中
常
侍
徐
瑛
・
東
武
陽
侯
中
常
侍
具
瑳
・
上
茶
侯
中
常
侍
左
惰
・
汝
陽
侯
中
常
侍
唐
衡
の
)
兄
弟
・
姻
戚
、
皆
州
を

宰
り
郡
に
臨
み
、
百
姓
を
事
較
し
て
、
盗
賊
と
異
る
無
し
。
:
:
:
〈
延
烹
)
七
年
、
衡
卒
す

0

・
:
瑛
卒
す
。
:
・
:
明
年
、
司
隷
校
尉
韓

演
、
因
り
て
惜
の
罪
悪
、
及
び
其
の
兄
の
太
僕
南
郷
侯
稽
州
郡
に
請
託
し
、
豪
放
し
て
姦
を
篤
し
、
賓
客
放
縦
に
し
て
、
吏
民
を
侵
犯

叉
環
の
兄
の
柿
相
恭
の
滅
罪
を
奏
す
。
徴
さ
れ
て
廷
尉
に
詣
る
。
.

(
『
後
漢
書
』
停
七
二
上
許
楊
列
俸
)

す
と
奏
す
。
惜
・
稽

皆
自
殺
す
。
演
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〈
『
後
漢
書
』
俸
六
八
車
超
列
停
)

①
光
和
中
、
黄
門
令
王
甫
、
門
生
を
し
て
郡
界
に
官
の
財
物
七
十
鈴
寓
を
草
権
せ
し
む
。
(
京
兆
苛
ノ
楊
〉
彪

ζ

乙
ろ
よ

心
に
悔
し
と
せ
ざ
る
莫
し
。

其
の
姦
を
護
き
、
之
を
司
隷

に
言
ふ
。
司
隷
校
尉
陽
球
、
此
れ
に
因
り
て
甫
を
諒
せ
ん
と
奏
す
。
天
下

(
『
後
漢
書
』
停
四
四
楊
彪
列
俸
)

②
(
光
和
〉
四
年
春
正
月
、
初
め
て
駿
騨
厩
丞
を
置
き
、
郡
・
園
の
調
馬
を
受
く
る
を
領
せ
し
む
。
豪
右

に
至
る
。

事
擢
し
て
、
馬
一
匹

二
百
寓

〈
『
後
漢
書
』
紀
八
璽
帝
紀
〉
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⑪
霊
一
一
帝
の
時
、
・
:
:
是
の
時
(
張
〉
譲
・
(
趨
〉
忠
及
び
夏
俸
・
郭
勝
・
孫
一
憲
・
畢
嵐
・
栗
嵩
・
段
珪
・
高
望
・
張
恭
・
韓
僅
・
宋
典
十
二

人
、
皆
中
常
侍
魚
り
て
、
侯
に
封
ぜ
ら
れ
貴
寵
な
り
。
父
兄
・
子
弟
、
布
き
て
州
・
郡
に
列
す
。
所
在
に
貧
残
に
し
て
、
人
の
蜜
害
と
震
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か
ゆ醸

の
ご
と
く
に
沸
く
。
郎
中
の
中
山
の
張
鈎
上
書
し
て
日
く
、

ね
が

を
興
し
て
飢
を
作
す
所
以
、
高
人
の
之
に
附
か
ん
と
繁
ふ
所
以
の
者
は
、
其
の
源
皆
十
(
中
〉
常
侍
の
多
く
父
兄
・
子
弟

・
婚
親

・
賓
客

る
。
黄
巾

既
に
作
り
、
盗
賊

「
嬬
か
に
惟
ふ
に
、
張
角
が
能
く
兵

を
放
ち
、
州
郡
に
典
援
し
、
財
利
を
事
権
し
、

百
姓
を
侵
掠
す
る
に
由
る
。
百
姓
の
寛

告
訴
す
る
所
無
し
。

:
:
」
と
。

(
『
後
漢
書
』
停
六
八
張
認
列
俸
)

①
孝
仁
董
皇
后
、
議
は
某
、

「
孝
仁
皇
后
、
故
の
中
常
侍
夏
惇
・
永
繁
太
僕
封
謂
等
を
し
て
州
・
郡
と
交
通
し
、
在
所
に
事
較
せ
し
む
。
珍
賓

・
貨
賂
は
、
悉
く

E-----
軍
一
帝
を
生
む
。

-
(
霊
〉
一
一
帝
尉
ず
。

-
〈
大
将
軍
何
)
進
、

三
公
及
び
弟
の
車
騎
将
軍
苗
等
と
奏

す、西
省
に
入
る
(
西
省
と
は
、
卸
ち
永
柴
宮
の
司
を
謂
ふ
)
。

(
『
後
漢
書
』
紀
一

O
下
孝
仁
董
皇
后
紀
)

以
上
の
寧
権
の
う
ち
、

事
例
⑥
以
外
は

園
家
(
ま
た
は
郡
〉
の
新
た
な
事
業
・
政
策
・
官
需
物
資
の
買
い
入
れ
な
ど
に
さ
い
す
る
利
益
の

濁
占
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
前
漢
前
半
期
に
富
語
大
買
が
行
な
っ
て
い
た
政
一
商
的
・
投
機
的
一
商
業
に
相
嘗
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
事
例
@
は
少
府

の
属
官
の
官
物
着
服
で
あ
る
が
、
官
物
を
濁
占
的
に
取
得
し
て
利
盆
を
お
さ
め
た
と
い
う
意
味
で
草
橋
の
中
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
。
右
に
あ
げ

た
諸
事
例
の
う
ち
、
事
例
@
は
、

か
り
に
い
ま
山
津
の
禁
を
解
除
す
れ
ば
豪
吏

・
猪
民
が
事
穫
を
行
な
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
倶
を
の
べ
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た
も
の
、
事
例
④
は
豪
右

・
大
姓
の
事
椎
の
試
み
を
都
水
擦
の
許
揚
が
阻
止
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
す
べ
て
現
寅
に
事
権
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
買
に
行
な
わ
れ
た
事
様
の
う
ち
、
事
例
@
以
外
は
全
部
告
設
さ
れ
て
記
録
に
の
こ
さ
れ
た
事
情
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
事
例
⑧
も
、

記
事
は
簡
単
で
あ
る
が
、

し
か
る
べ
き
告
護
が
あ
っ
て
一
帝
紀
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
買
際
に
行
な
わ

れ
な
が
ら
、
護
費
せ
ず
、

記
録
に
の
こ
ら
な
か
プ
た
草
橋
も
ほ
か
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
例
@
で
、

主
葬
が
山
岨
俸
の
禁
を
解
除
す
る
に
あ

た
っ
て
草
椎
の
危
倶
を
の
べ
て
い
る
こ
と
は
、
嘗
時
、
翌
十
穫
が
多
か
司
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
以
下
、
事

椎
に
つ
い
て
具
瞳
的
に
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
事
権
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
た
嘗
事
者
(
事
例
中
の
。
。
印
)
か
ら
み
て
い
こ
う
。

@〉。

中
常
侍
(
事
例
@
@
)
、
黄
門
令
(
事
例
①
)
、
皇
后

(
H前
皇
帝
の
母

事
例
①
)
と
い
っ
た 草

権
の
中
心
的
人
物
で
は
、

時
の
政
擢
の
中
橿
部
ま
た
は
そ
の
周
迭
に
位

貴
戚

・
近
臣
(
事
例



置
し
た
者
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
旦
は
莫
大
な
利
盆
を
お
さ
め
て
い
る
。

少
府
の
属
官
(
事
例
@
)
は

現
に
官
物
を
管
理
す
る
職
に
あ
る
者
で
あ
る
。

豪
吏
(
事
例
①
〉
は
具
瞳
的
に
は
地
方
の
有
力
な
官
吏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
も
一
躍
は

園
家
権
力
の
側
の
人
聞
で
あ
る
。

事
権
の
中
心
的
人
物
の
中
で
民
間
人
は
猪
民
(
事
例
@
〉
、

豪
右

・
大
姓
(
事
例
③
)
、

豪
右
(
事
例
③
)
で
あ

り
、
具
瞳
的
に
は
富
一
商
大
買
な
い
し
は
そ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
者
も
何
ら
か
の
形
で
時
の
権
力
者
と
閥
係
を
も
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、

か
れ
ら
の
事
権
は
、
事
例
@
が
事
権
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
事
例
@
は
都
水
橡
許
揚
が
阻
止

し
た
た
め
に
失
敗
し
て
お
り
、
一
層
の
利
盆
を
あ
げ
た
の
は
事
例
⑧
の
豪
右
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
草
橋
の
中
心
的
人
物
を
全
瞳
的
に
み

わ
た
す
と
、
事
椎
は
時
の
政
権
の
中
極
部
ま
た
は
そ
の
周
漫
に
位
置
し
た
者
が
主
瞳
的
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、
記
録
に
み
る
か
ぎ
り
、
富
一
商

大
買
は
副
次
的
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
、

と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
中
常
侍
や
黄
門
令
な
ど
の
官
官
と
と
も
に
後
漢
の
政
治
史
を
特
徴
づ
け
る
外
戚
は
、
右
の
事
例
の
中
に
み
え
て
い
な
い
。
こ
れ
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は
、
外
戚
が
本
営
に
事
核
に
閥
輿
し
な
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
外
戚
の
事
権
は
現
買
に
は
あ
司
た
も
の
の
、
護
魔
し
な
か
っ
た
た
め
に
た
ま

た
ま
記
録
に
の
こ
ら
な
か
司
た
だ
け
な
の
か
、
明
確
で
な
い
。
事
権
の
事
例
が
前
漢
後
期

・
王
葬
期
・
後
漢
初
期
と
後
漢
後
期
と
に
集
中
し
、

後
漢
中
期
に
み
ら
れ
な
い
の
は
、
外
戚
の
事
権
の
記
鋒
が
な
い
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
事
権
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
い
か
な
る
方
法
で
行
な
わ
れ
た
の
か
、
判
明
す
る
範
闘
で
考
察
し
、
そ
の
性
格
に
ふ
れ
よ
う
。
事
例

@
は
、
少
府
の
属
官
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
官
物
を
着
服
し
た
も
の
で
あ
り
、
-
商
取
引
き
を
根
幹
と
す
る
他
の
草
橋
と
は
や
や
性
格
を
異
に

す
る
。
事
例
③
は
、
昌
陵
と
陵
邑
の
造
営
と
い
う
園
家
的
事
業
で
、
官
需
物
資
に
つ
い
て
の
確
買
な
情
報
を
知
り
え
た
貴
戚
・
近
臣
が
子
弟
・

賓
客
を
つ
か
っ
て
物
資
を
買
い
占
め
、
大
き
な
利
盆
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
事
例
⑤
⑪
は
、
中
常
侍
の
権
力
を
背
景
に
、

そ
の
周
謹
の
者
が

州
刺
史
・
郡
太
守
と
い
う
地
位
を
利
用
し
て

百
姓
か
ら
官
需
物
資
を
買
い
占
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
、

「
盗
賊
と
異
な
る
無
し
」
、
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「
百
姓
を
侵
掠
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遁
常
の
債
格
よ
り
は
る
か
に
安
く
、
ほ
と
ん
ど
う
ば
う
よ
う
に
買
い
占
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
事

例
①
は
、
前
皇
帝
の
母
が
故
の
中
常
侍
・
永
繁
太
僕
を
つ
か
い
、
事
例
@
@
同
様
に
、
州
・
郡
を
通
じ
て
買
い
占
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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に
、
事
例
⑥
⑪
①
は
、
直
接
に
は
州
刺
史
・
郡
太
守
が
事
務
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、

か
れ
ら
が
中
常
侍
や
前
皇
一
帝
の
母
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て

い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
事
例
①
は
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
黄
門
令
の
事
権
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
し
か
る
べ
き
情
報
に
も
と
づ

く
も
の
と
み
て
よ
い
。
か
く
て
、
政
権
中
橿
部
ま
た
は
そ
の
周
迭
に
位
置
す
る
者
の
事
権
は
、
確
買
な
情
報
と
地
位
を
利
用
し
た
取
引
き
で
あ

そ
こ
に
政
一
商
的
性
格
は
み
と
め
ら
れ
で
も
、
投
機
的
性
格
は
弱
か
っ
た
と
い
え
る
。

って、他
方
、
事
例
。
は
王
葬
の
山
潔
の
禁
の
解
除
、

郡
)
の
新
た
な
政
策
・
事
業
に
さ
い
し
て
、

事
例
@
は
汝
南
郡
の
鴻
都
肢
の
修
復
、

事
例
⑧
は
藤
臨
厩
丞
の
設
置
と
い
う
園
家
(
ま
た
は

豪
吏
や
富
一
商
一
大
買
が
、

官
の
新
た
な
需
要
を
あ
て
こ
ん
で
買
い
占
め
(
ょ
う
と
し
〉
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
後
期
以
降
の
富
一
商
大
買
は
、
前
漢
前
半
期
の
富
一
商
大
買
同
様
に
、
政
一
商
一
的

・
投
機
的
一
商
人
た
ら
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
記
録
に
よ
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
に
成
功
し
た
の
は
事
例
⑧
の
場
合
だ
け
で
あ
っ
た
。

な
お
、
事
権
の
前
提
と
し
て
の
官
需
物
資
の
買
い
占
め
の

一
部
は
、
明
査
は
な
い
が
、
市
で
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
買

い
占
め
た
官
需
物
資
を
園
家
(
ま
た
は
郡
〉
に
買
り
つ
け
る
の
は
、
利
盆
の
濁
占
と
い
う
性
格
上
、
市
を
通
す
こ
と
は
少
な
く
、
園
家
(
ま
た
は

郡
)
と
事
椎
の
営
事
者
と
の
聞
の
直
接
取
引
き
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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か
り
に
そ
う
と
す
れ
ば
、
か
れ
ら

(

国

)

の
一
商
業
経
営
の
記
事
が
『
後
漢
書
』
な
ど
に
頻
見
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
か
れ
ら
の
一
商
業
経
営
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
か
れ
ら
の
事

権
は
、
確
買
な
情
報
を
え
て
利
盆
を
あ
げ
ら
れ
る
機
舎
が
あ
る
と
き
に
、
車
設
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
貼
、
恒
常
的
一
商
業
経
営

の
一
環
と
し
て
事
椎
に
く
い
こ
も
う
と
し
た
は
ず
の
富
一
商
大
賀
と
は
大
き
く
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
政
権
中
極
部
に
位
置
す
る
者
の
事
権
は
恒
常
的
商
業
経
営
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
前
漢
前
牛
期
に
富
一
商
大
買
が
従
事
し
て
い
た
政
一商一的

・
投
機
的
商
業
の

一
定
部
分
は
事
権
と
い
う
形
態
に
と
っ
て

か
わ
ら
れ
た
。
事
権
は
、
確
買
な
情
報
と
地
位
と
を
も
っ
政
権
中
植
部
に
位
置
す
る
者
が
中
心
と
な
っ
た
場
合
、
成
功
し
て
一
旦
は
利
盆
を
あ

げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
政
一
商
的
と
は
い
え
て
も
投
機
的
と
は
い
え
な
い
。
他
方
、
こ
の
時
期
の
富
一
商
大
買
は
、
政
一
商
的

・
投
機
的
一
商
人
と
し
て

事
権
に
く
い
こ
も
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
成
功
し
た
と
は
い
え
ず
、
こ
こ
に
も
富
商
大
買
の
活
力
減
退
の
影
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
後
漢



書
』
に
貨
殖
列
俸
が
た
て
ら
れ
ず
、

ま
た
後
漢
時
代
に
関
す
る
歴
史
書
に
富
商
一
大
買
の
記
事
が
少
な
い
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
事
情
も
あ
ア
た

の
で
あ
る
。

前
漢
後
牢
期
以
降
の
一
商
業
と
市

期
・
後
漢
初
期
を
の
ぞ
く
)
の
商
業
は

前
漢
後
牟
期
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
の
富
一商
大
買
の
活
動
は
、
全
瞳
と
し
て
後
退
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
時
期
(
た
だ
し
、
王
奔
末

前
漢
前
半
期
よ
り
衰
退
し
て
い
た
と
は
い
え
な
か
司
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
前
漢
後
半
期
以
降
の
一
商
業

を
富
商
大
買
中
心
に
み
る
覗
貼
を
す
て
、
前
漢
後
半
期
と
後
漢
時
代
に
お
け
る
市
の
全
瞳
的
な
充
質
に
注
目
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
本
簡
で

は
、
ま
ず
都
市
に
設
置
さ
れ
た
常
設
市
に
お
け
る
商
業
の
状
況
を
検
討
し
、

つ
い
で
主
と
し
て
都
市
外
に
存
在
し
た
定
期
市
の
商
業
を
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、

こ
の
時
期
の
商
業
の
あ
り
方
を
み
て
い
く
。
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市
を
通
さ
ず
に
直
接
取
引
き
ず

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
貼
、
前
漢
前
半
期
の
富
商
大
買
が
中
央

・
郡
・

園

・
照
の
諸
官
府
と
直
接
取
引
き
し
て
い
た
ら
し

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
事
様
で
は
そ
の
嘗
事
者
が
官
需
物
資
を
園
家
(
ま
た
は
郡
)
に
買
り
つ
け
る
さ
い
、

い
こ
と
と
基
本
的
に
か
わ
ら
な
い
。

し
か
し
高
官
・
豪
族
以
下
の
私
的
な
購
入
は
市
を
通
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、

奪
修
品
一
一
商
業
か
ら
み
よ

後
牢
期
以
降
で
も
訪
問
販
買
は
存
績
し
た
で
あ
ろ
う
。

ぅ
。
前
漢
前
中
T
期
の
奪
修
品
は
諸
侯
王

・
列
侯

・
高
官
や
豪
族
な
ど
の
有
力
者
の
邸
主
商
人
が
訪
問
し
て
叛
賀
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
前
漢

む
し
ろ
市
で
お
官
修
品
を
販
賀
す
る
こ
と
が
ふ
え
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し

『
盟
鍛
論
』
散
不
足
第
二
九
で
賢
良
は

さ

ぬ

き

か

ら

む

し

古
者
は
庶
人
は
墾
老
に
し
て
後
に
紙
を
衣
、
其
の
徐
は
則
ち
航
・
莱
の
み
。
・
其
の
後
に
及
び
、
則
ち
裏
を
紙
に
し
表
を
莱
に
し
、
制

ひ
ざ
か
げ

わ

た

い

れ

ふ

ち

ど

り

を
直
に
し
て
待
無
く
、
抱
合
は
さ
り
縁
せ
ず
。
夫
れ
羅

・
軌

・
文
繍
は
、
人
君

・
后
妃
の
服
な
り
。
繭
紬

・
鎌
・
練
は
、
婚
姻

ひ
き

の
嘉
飾
な
り
。
是
を
以
て
文
縛
・
薄
織
は
市
に
粥
が
ず
。
今
は
富
者
は
締
・
繍
・
羅
・
軌
、
中
者
は
素
梯
・
泳
錦
な
り
。
常
民
に
し
て
后
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き

妃
の
服
を
被
、
製
人
に
し
て
婚
姻
の
飾
り
に
居
る
。

と
の
ベ
、

ま
た

や

さ

っ

ち

お

ほ

古
者
は
瓦
棺
に
戸
を
容
れ
、
木
板
・
盟
周
は
、
以
て
形
骸
を
牧
め
、
髪

・
歯
を
蔵
む
る
に
足
る
の
み
。
其
の
後
に
及
び
、
桐
棺
衣
は
れ

お

ほ

ひ

き

ぬ

の

ふ

く
る

あ

か
ぎ
ぬ
の

ず
、
采
樽
は
断
ら
ず
。
今
は
富
者
は
繍
脂
・
題
、湊
、
中
者
は
梓
の
棺
、
踊
恨
の
樗
な
り
。
賞
者
も
荒
に
重
き
砲
を
衣
せ
、
縮
護

・
提

ふ
く
ろ

襲
あ
り
。

と
の
ベ
て
、
前
漢
後
半
期
の
奪
修
の
風
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
こ
の
時
期
、
著
修
の
風
は
富
者
の
ほ
か
に
中
者
・
常
民
・

貧
者

・
薮
人
に
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
の
常
民
・
貧
者
は
自
営
小
農
民
を
さ
す
と
み
て
よ
い
。
そ
う
し
た
常
民

・
賞
者

の
自
宅
を
商
人
が
訪
問
し
て
お
官
修
口
聞
を
販
貰
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

「
其
の
後
」
の
「
是
を
以
て
文
給

・
薄
織
は
市
に
粥
が
ず
」
と
い
う
言

は

「今
」
は
高
官
修
品
を
市
で
販
買
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
後
漢
に
な
っ
て
も
そ
の
吠
況
は
基
本
的
に
か
わ
ら
な
い
。

『
後
漢
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書
』
紀
四
和
一
帝
紀
の
永
元

(
後
九
九
)
年
秋
七
月
辛
卯
の
詔
に

吏
民

総
儲
し
て
、
死
を
厚
く
し
て
生
を
傷
る
。
是
を
以
て
嘗
令
に
之
が
制
度
を
節
す
。
頃
者
貴
戚
・
近
親

・
百
僚

・
師
罪
、
率
従
す
る

日
に
甚
し
。
叉
商
買
の
小
民
、
或
い
は
法
禁
を
忘
れ
、
奇
巧

・
鹿
貨
、
流
積
・
公
行
す
。
其

翠
げ
ず
、
怠
放

を
肯
ず
る
莫
く
、
有
司

の
在
位
の
犯
せ
し
者
を
、
嘗
に
先
に
奉
正
す
ベ
し
。
市
道
の
小
民
は
、
但
だ
且
く
憲
綱
を
申
明
し
、
科
令
に
因
る
の
み
に
し
て
、
虐
を
車

弱
に
加
ふ
る
勿
れ
。

と
あ
り
、

『
後
漢
書
』
紀
五
安
一
帝
紀
の
元
初
五
(
後
二
八
〉
年
秋
七
月
丙
子
の
詔
に

比
年
豊
穣
を
獲
と
雌
も
、
向
ほ
儲
積
に
乏
し
。
而
る
に
小
人
慮
り
無
く
、
久
長
を
圃
ら
ず
、
嫁
喪
・
選
終
、
紛
華

・
擁
麗
な
り
。
走
卒
・

締
穀
を
被
、
珠
璃
を
著
く
る
こ
と
有
る
に
至
る
。

奴
稗

(
問
)

と
あ
る
よ
う
に
、
厚
葬
や
華
美
な
婚
姻
な
ど
の
高
官
修
が
吏
民
・
小
人
に
ま
で
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
は

「生
を
傷
る
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
前
の
詔
に

「
市
道
の
小
民
」
と
あ
る
か
ら
、
者
修
品
は
市
で
貰
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
商
買
の
小
民
」
、

外
園
一
一
商
品
や
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め



と
す
る
お
官
修
品
は
富
一
一商
大
買
以
下
の
行
一
商
の
手
に
よ
っ
て
は
こ
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
審
修
品
が
市
で
大
量
に
販
賀
さ
れ
て
い
た
と
す

る
と
、
必
然
的
に
富
一
商
大
買
以
下
の
行
一
商
と
市
と
の
関
係
は
よ
り
緊
密
に
な
っ
て
き
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
生
活
必
需
品
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
呉
慧
氏
は
、
後
漢
で
は
皇
帝
一
が
著
修
禁
止
の
詔
を
頻
援
す
る
ほ
ど
支
配
階
紐

〈

却

)

の
春
修
が
甚
し
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
都
市
の
生
活
必
需
品
は
見
劣
り
が
し
、
農
村
の
一
商
業
も
萎
縮
し
て
き
た
、
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
右

に
み
た
よ
う
に
、
後
漢
時
代
の
者
修
品
一
商
業
は
支
配
階
級
だ
け
で
な
く
、
吏
民
・
小
民
を
も
そ
の
劃
象
の
中
に
ふ
く
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、

ペコ

ぎ
に
後
漢
時
代
の
都
市
の
市
に
お
け
る
生
活
必
需
品
商
業
が
見
劣
り
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
検
討
し
よ
う
。

後
漢
後
半
期
、
昼
寒
が
華
北
の
豪
族
の
荘
園
経
営
を
え
が
い
た
『
四
民
月
令
』
の
中
に
、
豪
族
が
牧
穫
期
に
農
民
か
ら
農
産
口
問
や
手
工
業
製

品
を
買
い
つ
け
、

そ
れ
を
貰
り
だ
す
こ
と
が
み
え
る
。
渡
部
武
氏
が
前
漢
末
の
王
褒
の
「
偉
約
」
と
む
す
び
つ
け
て
の
ベ
た
よ
う
に
、
豪
族
が

(

幻

〉

農
産
品
な
ど
を
買
り
だ
し
た
の
は
地
方
の
小
市
場

(
1後
述
の
定
期
市
〉
や
都
市
の
常
設
市
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
『
後
漢

書
』
俸
六
七
周
朽
列
俸
を
み
る
と
、
章
一
帝
期
に
洛
陽
令
に
着
任
し
た
周
一
朽
が
燃
吏
に
大
姓
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
吏
が
間
里
の
豪
強
の
名
を
こ

た
え
た
た
め
、

お
こ
っ
た
周
朽
は
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本
よ
り
貴
戚
の
馬

・
賓
等
の
輩
の
若
き
を
問
ふ
。
量
に
能
く
此
の
頁
菜
傭
を
知
ら
ん
や
。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
間
里
の
豪
強
が
買
菜
傭
に
比
喰
さ
れ
て
い
る
が
、
質
際
に
豪
族
に
や
と
わ
れ
て
野
菜
を
寅
る
者
が
あ
っ
た
か
ら
、

か
か
る
比
喰
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、

『
後
漢
書
』
停
七
二
下
公
沙
穆
列
俸
の
注
所
引
の
謝
承
『
後
漢
書
』
に

(
公
沙
)
穆
嘗
て
猪
を
養
ふ
。
猪

と
あ
る
よ
う
に
、
市
で
豚
を
貰
る
者
、

病
有
り
、
人
を
し
て
之
を
市
に
買
ら
し
む
。
:
・

『
後
漢
書
』
俸
二
六
張
措
列
俸
に

(
張
楢
)
家
賃
に
し
て
以
て
業
と
魚
す
無
し
。
常
に
臨
車
に
乗
り
て
豚
に
至
り
薬
を
頁
る
。

食
に
給
す
る
に
足
れ
ば
、

師
ち
郷
里
に
還

る
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と
あ
り
、

『
後
漢
書
』
俸
七
三
韓
康
列
俸
に



韓
康
:
:
:
古
川
兆
覇
陵
の
人
な
り
。
:
:
:
常
に
薬
を
名
山
に
采
り
、
長
安
の
市
に
買
る
。

(

幻

)

と
あ
る
よ
う
に
、
薬
を
寅
る
者
も
多
く
、
そ
れ
で
生
活
は
な
り
た

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
『
説
士
山
』
巻
二
七
王
調
停
の
注
に
引
く
任
蝦
の
別
俸
に

あ
た
い

直
を
取
る
こ
と
常
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迭
に
荒
凱
に
遇
ひ
、

〈
任
蝦
)
家
賃
に
し
て
魚
を
責
る
。
舎
と
官

貴
き
こ
と
数
倍
な
る
も
、
暇

魚
に
税
し
、
魚

の
如
し
。
:
:
:
舎
ミ
太
租

(
H曹
操
)
創
業
し
、
.

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
任
椴
が
魚
を
販
賀
し
た
の
が
市
で
あ
っ
た
と
は
明
記
し
て
な
い
が
、
官
の
課
税
が
魚
の
債
格
に
す
ぐ
に
は
ね
か
え
っ
て
い

る
か
ら
、
官
の
把
握
の
強
い
市
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
か
く
て
、
後
漢
時
代
の
市
に
は
、
豪
族
か
ら
そ
の
日
暮
ら
し
の
貧
し
い
者

ま
で
、
各
種
の
生
活
必
需
品
を
も
ち
こ
ん
で
版
賀
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

他
方
、

と
あ
り
、

と
あ
り
、

と
あ
り
、

と
あ
り
、

『
後
漢
書
』
停
一
一
一
朱
枯
列
停
の
注
所
引
の
『
東
観
漢
記
』
に

上

(
H光
武
帯
)
長
安
に
在
り
し
時
、
嘗
て
〈
朱
)
枯
と
共
に
蜜
を
買
ひ
て
薬
を
合
す
。
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『
後
漢
書
』
停
一
五
劉
寛
列
俸
に
は

(
太
尉
劉
寛
)
嘗
て
客
と
坐
し
て
、
蒼
頭
を
遣
は
し
沼
を
市
は
し
む
。
・
:
:

『
後
漢
書
』
停
五
七
劉
枯
列
俸
の
注
所
引
の
謝
承
『
後
漢
書
』
に

(
劉
枯
〉
郡

(
U中
山
園
〉
に
仕
へ
て
主
簿
と
鋳
る
。
郡
勝
の
小
子
、

嘗
て
銭
を
出
し
て
之
に
付
し
、

市
に
て
果
質
を
買
は
し
む
。

枯

悉
く
以
て
筆
・
書
を
買
ひ
、
具
へ
て
之
に
興
ふ
。

『
太
平
御
覧
』
巻
八
六
三
に
引
く
謝
承
『
後
漢
書
』
に

李
甚

家
に
て
霊
は
則
ち
婦
ら
耕
し
、
夜
は
則
ち
書
を
誼
む
。

日
ご
と
に
母
の
痛
に
斤
肉
・
梁
〔
梁
〕
米
を
市
ひ
、
食
を
作
る
。

『
太
卒
御
覧
』
各
四
八
四
引
『
東
観
漢
記
』
に

関
仲
叔

安
田
巴
に
居
る
。
老
い
病
み
家
貧
し
く
、
肉
を
買
ふ
能
は
ず
、

之
を
候
ひ
、
問
ふ
、

日
ご
と
に
一
片
の
猪
の
肝
を
買
ふ
。
屠
者

或
い
は
矯
に
断
つ
を

肯
ぜ
ず
。
安
邑
令

「諸
子

何
を
か
飯
食
す
」
と
。
封
へ
て
日
く
、

「
但
だ
猪
の
肝
を
食
ふ
。
屠

或
い
は
之
を



輿
ふ
る
を
肯
ぜ
ず
」
と
。
令

効
を
市
吏
に
出
す
。
後
買
へ
ば
綴
ち
得
た
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、

後
漢
時
代
に
は
高
官
・

豪
族
か
ら
そ
の
日
暮
し
の
者
ま
で
、

市
で
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

後
漢
時
代
の
都
市
の
常
設
市
で
、

生
活
必
需
品
の
商
業
が
見
劣
り
し
て
い
た
と
い
う
事
質
は
な
く
、

そ
れ
は
お
宮
修
品
と
と
も
に
さ
か
ん
に
貰
買

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、

生
活
必
需
品
の
貰
買
が
史
料
に
多
く
み
え
る
こ
と
こ
そ
が
後
漢
時
代
の
-
商
業
の
特
徴
と
い
え
る
。

市
に
お
け
る
一
商
業
の
賦
況
を
み
る
た
め
に
は
調
理
ず
み
の
食
品
が
ふ
え
た
こ
と
も
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

お

)

二
九
の
賢
良
の
言
を
佐
藤
武
敏
氏
の
詳
な
ど
を
参
照
し
て
し
め
す
と

に

た

も

の

う

と

さ

っ

き

け

う

り

う

ほ

し

に

く

う

古
者
は
節
を
粥
ら
ず
、
市
に
て
食
は
ず
。
其
の
後
に
及
び
、
則
ち
屠
・
拍
有
り
、
酒
を
泊
り
、
鵬
・
魚
・
堕
を
市
る
の
み
。
今
は

よ

く

に

た

も

の

ほ

ね

つ

き

に

く

や

舎

ぶ

た

に

ら

た

ま

C

い
ぬ
の
う
す
ぎ
り
に
く
う
ま
の
あ
つ
も
の

熟
食
列
に
偏
く
、
殺
放
市
を
成
す
。
作
業
堕
怠
す
る
も
、
食
は
必
ず
時
に
趣
く
。
煽
豚

・

圭

卵

・

狗

牒

・

馬

脂

・

や

さ

ぎ

か

は

ひ

つ

じ

の

つ

げ

に

く

と

り
の
し
お
か
ら
う
ま
の
ち
ち
ざ

け

に

て

ほ

し

た

ひ

つ

じ

の

い

に

た

C
ひ

つ

じ

ま

め

い

り

あ

め

ひ

な

ど

り

の

泌

つ

も

の

し

お

び

き

あ

ま

い

ゅ

う
が
お

よ
〈
に

煎

魚

・
切
肝
・

羊

蹄

・
難

寡

・

桐

馬

酪

酒

・

塞

持

胃

踊

・

肺

蒸

・
豆

錫

・
離

蹟

・
騰
糞

・
臭
飽

・
甘

翻

・

熟

た
乙
め
れ
か
た
の
ま
る
や
さ

梁

・
癌
灸
あ
り
。

『
盟
餓
論
』
散
不
足
第

と
あ
る
。
こ
こ
の

「其
の
後
」
の
吠
況
は
、
第

一
節
に
引
用
し
た
『
西
京
雑
記
』
の
紋
況
に
封
雁
す
る
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て

「今
」
す
な
わ

ち
堕
鍛
舎
議
の
こ
ろ
か
ら
、
市
で
多
く
の
調
理
ず
み
の
食
品
が
買
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

E
め
の
め
し

市
で
梁
併
と
肉
翼
と
が
買
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
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『
漢
書
』
巻
九
九
王
葬
俸
下
の
地
皇

一
〈後
二
二
)
年
夏
の
僚
に
は
、

嘗
て
道
を
行
き
、
咽
塞
を
病
む
者
有
る
を
見
る
。
因
り
て
之
に
語
り
て
日
く
、

EI浸
YIXZ漢

道書
の」

隅停
に七
餅 二
を下
買華
る位
人列
有停
りに
。は

奔走
ね

の
麓E

す

位甚
だ
酸
し
。
三
升
を
取
り
て
之
を
飲
む
べ
し
。
病
自
ら
嘗
に
去
る
ベ
し
」
と
。

と
あ
り
、
市
で
は
な
く
路
傍
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
餅
買
り
が
揮
の
な
ま
す
を
買

っ
て
い
た
。
後
漢
の
市
で
も
『
堕
識
論
』
な
み
か
、

あ
る
い

(
M〉

は
そ
れ
以
上
の
調
理
ず
み
の
食
品
を
買
っ

て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

671 

以
上
、
前
漢
後
半
期
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
の
都
市
の
常
設
市
で
、
箸
修
口
聞
か
ら
生
活
必
需
品
、
調
理
ず
み
の
食
品
ま
で
幅
贋
い
一
商
品
が

販
賀
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
み
た
。
筆
者
は
、
そ
の
ほ
か
に
書
籍
の
販
買
が
庚
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
揚
雄
『
法
言
』
巻
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二
吾
子
篇
に
「
書
感
」
の
語
が
み
え
る
が
、
具
瞳
的
事
例
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

年
の
僚
に
、
長
安
に
明
堂

・
辞
薙

・
霊
蓋
と
事
者
の
舎
、
市
・
常
減
倉
と
を
つ
く
司
た
こ
と
が
み
え
る
が
、

『
漢
書
』
王
葬
俸
上
の
元
始
四
(後
四
)

『
太
卒
御
覧
』
巻
五
三
四
に
引
く

『三
輔
黄
圃
』
に

(
常
漏
倉
)
北
に
倉
市
を
帰
る
。
但
だ
棟
樹
数
百
行
を
列
ね
て
隠
と
篇
し
、
摘
屋
無
し
。
諸
生

ち

ゅ

う

し

ゃ

く

し

ょ

が

つ

き

郡
の
出
す
所
の
貨
物
及
び
経
書
・
傍
記
、
笠
・

磐
の
柴
を
持
し
、
相
ひ
興
に
買
買
す
。
畠
邑
と
し
て
揖
一
議
一
し
、
或
い
は
視
下
に
論
議

朔

・
望
に
此
の
市
に
曾
し
、
各
ミ
其
の

す。

と
あ
る
よ
う
に
、
長
安
の
太
撃
の
市

(
H定
期
市
)
で
翠
生
が
書
籍
を
買
っ
て
い
た
。
後
漢
時
代
に
は
、
『
後
漢
書
』
停
三
九
王
充
列
俸
に

(
王
充
)
後
に
京
師
に
到
り
、
業
を
太
撃
に
受
け
、
扶
風
の
班
彪
に
師
事
す
。
博
覧
を
好
み
て
章
句
を
守
ら
ず
。
家
貧
に
し
て
書
無
し
。

常
に
洛
陽
の
市
惑
に
務
び
、
賀
る
所
の
書
を
閲
す
。

一
た
び
見
れ
ば
輔
ち
能
く
諦
憶
し
、
途
に
博
く
衆
流
百
家
の
言
に
遁
ず
。

て
い
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
首
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

『後
漢
室
面
』
停
七

O
下
劉
梁
列
俸
に
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と
あ
る
よ
う
に
、
洛
陽
の
市
で
も
書
籍
が
貰
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
太
撃
の
あ
る
京
師
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
書
籍
が
販
買
さ
れ

劉
梁
:
:
:
東
卒
寧
陽
の
人
な
り
。
梁
は
宗
室
の
子
孫
に
し
て
、
少
く
し
て
孤
貧
な
り
。
書
を
市
に
貰
り
て
以
て
自
ら
責
く
。
:
:
:
桓
一
帝
の

時

と
あ
る
よ
う
に
、
東
卒
園
の
寧
陽
鯨
で
書
籍
一
一
商
が
な
り
た
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

『
績
漢
書
』
ギ
E
二
郡
園
志
三
に
よ
る
と
、
東
卒
園
は
七

さ
き
に
引
用
し
た

さ
ら
に
、

勝
、
戸
数
七
寓
九

O
一
二
、
人
口
四
四
高
入
二
七

O
の
諸
侯
王
国
で
あ
り
、
寧
陽
は
そ
の
治
所
で
す
ら
な
い
。

劉
枯
は
中
山
園
の
郡
勝
(
H
H
園
相
)
の
小
子
の
た
め

『
後
漢
書
』
劉
柏
列
俸
の
注
所
引
の
謝
承
『
後
漢
書
』
に
よ
る
と
、

劉
梁
と
同
じ
こ
ろ
、

に
筆
と
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
。
専
門
の
書
籍
商
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
文
房
具
な
ど
と
一
緒
に
書
籍
を
買
っ
て
い
た
の
か
明
確
で
な
い

が、

一
三
勝
、
戸
数
九
首
七
四

一
二
、
人
口
六
五
商
人

一
九
五
の
中
山
園
(
郡
園
志
二
)
で
書
籍
が
販
賀
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
遅
く
と
も
後
漢
後
牢
期
に
は
、
さ
ほ
ど
大
き
く
も
な
い
地
方
都
市
で
も
書
籍
一
商
が
な
り
た
ち
、
あ
る
い
は
書
籍
が
買
ら
れ
て
い



(お〉
た
背
景
に
は
、
嘗
時
、
儒
撃
が
普
及
し
て
太
事
・
私
塾
の
事
生
が
増
加
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
一
商
業
史
的
に
は
市
の
充

貫
を
し
め
す
象
徴
的
な
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

前
漢
後
牢
期
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
の
商
業
を
購
入
面
で
さ
さ
え
て
い
た
の
は
、

と
り
わ
け
武
一
一
帝
期
以
降
、
小
規
模
な
が
ら
多
角
経
営
を
す
す
め
、
夜
作
・
二
業
・
傭
作
な
ど
に
よ
る

高
官
・
豪
族
・
官

吏
・
兵
士
な
ど
の
ほ
か
に
、
小
農
民
層
、

副
牧
入
を
え
た
自
営
小
農
民
、
生
活
は
苦
し
か
っ
た
も
の
の
、
本
来
の
生
活
基
盤
か
ら
は
な
れ
て
、
生
活
物
質
を
商
業
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な

(

お

)

く
な
っ
た
傭
客
な
ど
で
あ
っ
た
。
市
の
充
寅
は
、

こ
う
し
た
高
官
・
豪
族
・
官
吏
・
兵
士
お
よ
び
小
農
民

(U自
営
小
農
民
・
傭
客
)
の
市
と
の

か
か
わ
り
方
を
か
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
小
農
民
と
市
と
の
関
係
に
し
ぼ
っ
て
そ
の
こ
と
を
み
て
い
こ
う
。

第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
前
漢
前
牢
期
の
小
農
民
は
特
別
な
用
事
が
な
け
れ
ば
あ
ま
り
市
に
出
入
し
な
か
司
た
。
と
こ
ろ
が
『
後
漢
書
』
停

四
六
神
排
列
俸
に

(
科
燐
)
初
め
司
隷
従
事
と
帰
り
、
宛
令
に
奔
さ
る
。
時
に
南
陽
の
郡
吏
、
好
ん
で
休
休
に
因
り
て
市
里
に
滋
戯
し
、

と
震
る
。

百
姓
の
患
ふ
る
所
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と
あ
る
か
ら
、
後
漢
時
代
に
は
、
市
は
百
姓
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
太
卒
御
覧
』
巻
二
六
七
に
引
く
『
東
観
漢
記
』
に

同
様
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え

る

鍾
離
-
意

堂
邑
令
と
震
る
。
初
め
て
到
り
、
市
に
屋
無
し
。
意

お
も
む

持
し
て
、
争
ひ
て
赴
趣
き
作
り
、
日
な
ら
ず
し
て
成
る
。
既
に
畢
り
解
土
を
魚
し
、
祝
し
て
日
く
、

乃
ち
俸
銭
を
出
し
て
屋
を
作
る
。
民

も
た
ら

茅
竹
を
費
し
、

或
い
は
材
木
を

「
功
役
を
興
す
者
は
令
な
り
。
如
し

皆
大
い
に
悦
ぶ
。

と
あ
り
、
同
じ
こ
と
が
『
北
堂
書
紗
』
巻
七
八
所
引
の
華
崎
『
後
漢
書
』
に

楠
崇
有
れ
ば
、
令

自
ら
之
に
嘗
ら
ん
」
と
。
民

鍾
離
意

堂
ロ
巴
令
に
除
さ
る
。
民

市
慰
を
起
し
、

工
を
起
し
役
を
興
す
。
意

祝
し
て
日
く

「
工
を
興
す
は
令
な
り
。
百
姓

罪
無
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し
。
如
し
楠
有
れ
ば
、
令

自
ら
之
に
嘗
ら
ん
」
と
。
吏
民

皆
之
に
感
ず
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
堂
邑
令
鍾
離
意
は
民
と
と
も
に
市
の
屋
根
を
つ
く
っ
た
。

は
、
市
の
買
人
だ
け
で
は
な
く
、
豚
内
の
小
農
民
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
豚
内
の
小
農
民
に
と
っ
て
、
市
は
貴

(

幻

)

重
な
資
材
や
労
力
を
さ
い
て
も
完
全
な
も
の
に
す
る
債
値
が
あ
る
ほ
ど
親
し
み
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

そ
の
さ
い
茅
竹
や
材
木
と
第
力
と
を
提
供
し
た
百
姓
・
吏
民
に

前
漢
前
半
期
か
ら
前
漢
後
半
期
以
降
へ
と
時
代
を
く
だ
る
に
し
た
が
っ
て
、
市
で
販
買
さ
れ
る
一
商
品
の
種
類
が
多
彩
に
な
り
、
数
量
が
増
加

し
、
高
官
・
豪
族
か
ら
小
農
民
に
い
た
る
各
層
の
人
々
と
市
と
の
開
係
が
親
密
に
な
っ
て
く
る
と
、
国
家
に
と
っ
て
市
の
必
要
性
も
ま
し
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
そ
の
こ
と
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

『
漢
書
』
巻
四
九
量
錯
俸
に
は
、
文
一
帝
期
に
な
さ
れ
た
電
錯
の
、
徒
民
と
城
邑
建
設
と
を
提
案
す
る
上
言
を
の
せ
た
あ
と
に
、

そ
の
再
度
の

上
言
を
の
せ
て

臣
聞
く
、
古
の
遠
方
に
徒
し
て
以
て
贋
虚
を
質
す
や
、
其
の
陰
陽
の
和
を
相
、
其
の
水
泉
の
味
を
嘗
め
、
其
の
土
地
の
宜
し
き
を
審
か
に

み

し
、
其
の
山
J

木
の
韓
さ
を
額
、
然
る
後
に
ロ
巴
を
営
み
城
を
立
て
、
里
を
製
し
宅
を
割
り
、
田
作
の
道
を
通
じ
、
肝
陪
の
界
を
正
し
、
先
づ

矯
に
室
を
築
き
、
家
に
一
堂
・
二
内
、
門
戸
の
閉
有
り
て
、
器
物
を
置
く
。
民
至
り
て
居
る
所
有
り
、
作
し
て
用
ふ
る
所
有
り
。
此
れ

ゅ

民
の
軽
し
く
故
郷
を
去
り
、
勤
め
て
新
邑
に
之
か
し
む
る
所
以
な
り
。
魚
に
醤
・
亙
を
置
き
、
以
て
疾
病
を
救
ひ
、
以
て
祭
杷
を
僑
め
、

-130ー

男
女
に
昏
有
り
、
生
死
相
ひ
郎
み
、
墳
墓
相
ひ
従
ひ
、
種
樹

畜
長
し
て
、
室
屋

完
く
安
し
。
此
れ
民
を
し
て
其
の
昆
を
楽
し
み
て
長

居
の
心
有
ら
し
む
る
所
以
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
古
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
帯
の
こ
ろ
も
城
邑
の
新
た
な
建
設
は
ほ
ぼ
同
様
な
段
取
り
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
右
に
は
、
城
口
巴
を
建
設
し
、
民
を
定
着
さ
せ
る
手
立
て
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
設
置
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
逼
常
、

(お
)

(

m

U

)

市
で
活
動
す
る
醤
・
亙
の
必
要
性
に
も
ふ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
市
の
設
置
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
他
方
、

一
二
卒
一
帝
一
紀
の
元
始
二
(
後
二
)
年
夏
の
僚
に

『
漢
書
』
各

郡
・
園
大
い
に
早
・
腫
あ
り
、
育
州
尤
も
甚
し
く
、
民

流
亡
す
。
:
:
:
安
定
の
呼
池
苑
を
罷
め
、
以
て
安
民
豚
と
震
し
、
官
寺
・
市
・



里
を
起
し
、
募
り
て
貧
民
を
徒
し
、
酎
肺
次

と
あ
り
、
前
漢
末
、
安
定
郡
に
新
設
さ
れ
た
安
民
燃
に
は
最
初
か
ら
市
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
量
錯
の
上
言
の
城
巴
と
安
民
牒
と
の
市
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ
る
城
邑
の
各
種
の
僚
件
の
相
遣
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
文
一
帝
期
以
前
に
は
庶
民
の
生
活
に
お
け
る
市
の

比
重
が
小
さ
か
っ
た
の
に
劉
し
、
前
漢
末
に
は
そ
れ
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
の
饗
化
が
園
家
の
政
策
に
影

響
を
あ
た
え
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

食
を
給
す
。

都
市
の
常
設
市
に
お
け
る
一
商
業
の
以
上
の
よ
う
な
朕
況
を
ふ
ま
え
て
、

つ
ぎ
に
都
市
か
ら
は
な
れ
た
土
地
に
存
在
し
た
定
期
市
に
つ
い
て
み

て
い
こ
う
。

佐
原
康
夫
氏
は
「
偉
約
」
に
み
え
る
小
市
の
類
例
を
あ
つ
め
、
そ
れ
ら
は
都
市
の
常
設
市
か
ら
は
な
れ
た
、
交
通
上
の
要
所
た
る
亭
に
た
っ

た
定
期
市
で
あ
り
、
漢
時
代
に
は
、
都
市
の
常
設
市
を
頂
貼
と
し
、
小
規
模
な
定
期
市
な
ど
を
裾
野
と
す
る
小
市
場
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
、

(

ぬ

〉

(
M
U
)

と
の
べ
て
い
る
。
「
偉
約
」
の
一
部
を
宇
都
宮
清
士
口
氏
の
校
訂
に
よ
っ
て
し
め
す
と

む

し

ろ

け

し

よ

う

ひ

ん

う

か

ら

む

し

綿
亭
に
て
席
を
買
ひ
、
都
・
洛
に
往
来
し
て
、
嘗
に
婦
女
の
震
に
指
津
を
求
め
、
小
市
に
販
れ
。
都
に
鯖
る
に
某
を
携
ひ
、

'En
躍
に

け

し

江

ぐ

さ

は

ず

轄
出
し
て
犬
を
牽
き
鵡
を
販
れ
。
武
陽
に
て
茶
を
買
ひ
、
楊
氏
の
池
中
に
て
は
荷
を
捲
へ
。
南
安
に
て
栗
を
拾
ひ
、
口
口
口
口
、
口
口

橘
を
採
り
、
車
に
持
し
て
載
鞍
し
、
多
く
万
・
矛
を
作
り
、
盆
州
に
持
ち
入
り
て
、
口
口
口
口
、
羊
・
牛
と
貨
易
せ
よ
。
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と
あ
り
、
定
期
市
で
は
驚
・
化
粧
品
・
某
な
ど
の
日
用
品
、
犬
・
驚
鳥
・
芥
子
菜
草
・
蓮
・
栗
・
橘
・
羊
・
牛
な
ど
の
食
料
品
と
い
っ
た
生
活

必
需
品
や
刀
・
矛
が
買
賀
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
都
市
の
常
設
市
で
者
修
品
の
ほ
か
に
生
活
必
需
品
が
さ
か
ん
に
貰
賀
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
商
品
の
面
か
ら
も
常
設
市
と
定
期
市
と
が
小
市
場
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
佐
原
氏
は
市
制
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
定
期
市
が
系
譜
的
に
は
戟
園
後
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
定
期
市
が
の

(
m
M
〉

ち
に
常
設
市
に
設
展
し
た
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
推
測
は
安
嘗
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

『
潜
夫
論
』
浮
修
篇
に

『
後
漢
書
』
停
三
九
王
符
列
俸
所
引
の
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天
下
百
郡
・
千
豚
、
市
口
巴

高
も
て
数
ふ
。

と
あ
り
、
後
漢
後
牢
期
に
定
期
市
は
市
ロ
巴
と
よ
ば
れ
、

記
述
が
ど
の
程
度
信
頼
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

「
寓
も
て
数
ふ
」
と
い
う

そ
の
多
さ
だ
け
は
う
か
が
え
よ
う
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
定
期
市
が
す
べ
て
戦
園
後
期
ま

(

お

〉

そ
の
数
は
寓
を
も
っ
て
か
ぞ
え
る
ほ
ど
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

で
さ
か
の
ぼ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
定
期
市
は
個
別
的
に
は
い
つ
で
き
た
の
か
、
判
明
す
る
か
ぎ
り
で
み
て
お
こ
う
。

前
引
の
「
佳
約
」
の
小
市
や

『
初
翠
記
』
巻
二
四
所
引
の
桓
欝
『
新
論
』
に

扶
風
邪
亭
部
、
本
と
太
王
の
慮
る
所
と
言
ふ
。
其
の
人
に
曾
日
有
り
、
以
て
相
ひ
興
に
夜
市
す
。

如
し
期
を
痛
さ
，
さ
れ
ば
、
則
ち
重
き
災

害
あ
り
。

(
弘
〉

と
あ
る
右
扶
風
漆
牒
郊
亭
部
の
夜
市
は

ぃ
.
す
れ
も
す
で
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
戟
園
後
期
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
前
漠
後
半
期
以
降
に
で
き
た
定
期
市
も
あ
る
。

『
盟
織
論
』
授
時
第
三
五
の
賢
良

今
時
雨

樹
海
な
る
も
、
種

懸
り
て
播
く
を
得
ず
。
秋
稼

野
に
零
落
し
て
、
牧
む
る
を
得
ず
。

田
鴎

と
ど
ま
り
あ
つ
ま
る

赤

地

に

し

て

、

停

落

し

-132ー

の
苦言-

E 

Vこて
市
を
成
す
。

と
あ
り
、
農
耕
に
つ
と
め
な
い
人
々
が
都
市
外
の
地
で
一
商
買
を
す
る
と
い
う
風
潮
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
風
潮
を
背
景
と
し
て
、

こ
の
こ
ろ

か
ら
各
地
の
交
通
の
要
衝
に
定
期
市
が
自
然
襲
生
的
に
で
き
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
引
用
し
た
『
三
輔
責
圃
』
の
太
撃
の
市
は
、
他
の

定
期
市
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
前
漢
末
に
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
後
漢
書
』
俸
三
四
張
再
列
停
に

〈
元
和
)
三
年
、

〈
張
扇
)
下
却
相
に
遜
る
。
徐
豚
の
北
界
に
涌
陽
披
あ
り
、

傍
ら
に
良
回
多
し
。

而
る
に
壇
麿
し
て
修
む
る
莫
し
。

み
ず
か

信
用
に
水
門
を
聞
き
、
通
引
し
て
濯
概
し
、
遂
に
執
回
数
百
頃
を
矯
す
。
吏
民
を
勧
め
率
ひ
、
種
糧
を
限
し
興
へ
、
親
自
ら
勉
労
し
、

遂
に
大
い
に
穀
質
を
牧
む
。
郷
郡
の
貧
者
の
之
に
節
す
る
も
の
千
絵
戸
、
室
鹿

高

相
ひ
属
り
、
其
の
下

市
を
成
す
。

と
あ
る
市
も
、

『
後
漢
書
』
俸
二
六
張
借
列
俸
に



(
張
措
)
長
陵
令
に
除
せ
ら
る
る
も
、
官
に
至
ら
ず
、
弘
農
山
中
に
隠
居
す
。
間
学
ぶ
者

之
に
障
ひ
、
居
る
所

市
を
成
す
。
後
に
華
陰

山
の
南
に
遂
に
公
超
市
有
り
。

と
あ
る
公
超
市
も
、

『
隷
樟
』
巻
一
史
展
饗
孔
廟
後
碑
に

史
君
、
孔
漬
・
顔
母
弁
の
市
を
去
る
こ
と
遼
遠
に
し
て
、

百
姓

酷
買
す
る
に
、
香
酒
・
美
肉
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
念
ひ
、
昌
卒
亭

の
下
に
於
て
舎
市
を
立
つ
。

と
あ
る
倉
市
も
、
と
も
に
新
し
く
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
確
認
で
き
る
定
期
市
の
多
く
が
前
漢
後
牢
期
以
降
に
新
た
に
で

き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
責
は
、
定
期
市
が
こ
の
時
期
に
贋
く
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
定
期
市
が

都
市
の
常
設
市
で
販
賀
さ
れ
る
(
商
品
の
種
類
が
多
彩
に
な
り
、

贋
く
展
開
し
て
い
た
こ
の
時
期
は

数
量
が
増
加
し
、

官
・
豪
族
か
ら
小
農
民
に
い
た
る
各
層
の
人
々
と
市
と
の
関
係
が
親
密
に
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
都
市
部

(

お

)

か
な
り
の
人
々
が
商
業
と
一
定
の
関
係
を
も
っ
て
い
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、
後
漢
時
代
に
箸
修
ロ
同
商
業
が
甚

前
述
の
よ
う
に

高

で
も
農
村
部
で
も
、

-133ー

し
く
な
っ
た
結
果
、
農
村
の
一
商
業
も
萎
縮
し
て
き
た
、
と
い
う
前
述
の
呉
慧
氏
の
指
摘
は
安
嘗
で
な
い
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
漢
後
半
期
以
降
に
展
開
し
て
き
た
定
期
市
に
つ
い
て
、
重
近
啓
樹
氏
は
「
市
制
・
市
籍
を
遁
じ
て
の
一
商
業
・
一
商
人
の
統
制
・

把
握
と
い
う
園
家
の
本
来
的
な
一
商
業
政
策
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
矛
盾
の
進
展
と
い
う
側
面
を
持
ち
、
本
来
の
あ
り
方
を
次
第
に
弛
緩
・
形
骸

(

お

〉

化
さ
せ
て
い
く
方
向
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
し
か
に
定
期
市
の
展
開
は
、
市
籍
を
ふ
く
む
市
の
制
度
を
形
骸
化
さ

せ
る
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
市
の
制
度
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
、
一
商
業
・
一
商
一
人
に
劃
す
る
統
制
・
把
握
と
は
必
ず
し
も
同
一
の
こ
と

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
常
設
市
・
定
期
市
南
方
に
お
け
る
一
商
業
へ
の
統
制
・
把
握
の
推
移
を
、
課
税
の
あ
り
方
を
中
心
に
し
て
簡
単
に
み
て
み

よ内ノ。
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第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、
前
漢
前
牟
期
の
一
商
業
の
か
な
り
の
部
分
が
市
外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
園
家
は
か
か
る
取
引
き
へ
の
課
税
に
っ
と

(

幻

)

め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
課
税
も
れ
は
な
お
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
射
し
て
、
前
漢
後
牢
期
以
降
で
も
、
草
橋
や
奪
修
品
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商
業
の
一
部
が
市
外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
、
都
市
部
の
一
商
業
の
多
く
は
常
設
市
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

(
叩
品
〉

り
、
市
吏
に
よ
っ
て
確
寅
に
課
税
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
農
村
部
で
の
取
引
き
は
、
全
国
に
か
な
り
多
数
出
現
し
た
定
期
市
で
行

(
ぬ
)

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
亭
吏
が
警
備
と
課
税
に
あ
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
後
牢
期
以
降
に
お
け
る
常
設
市
の
充
貫
と

か
つ
て
園
家
の
統
制
外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
商
業
の
一
定
部
分
を
、
一
躍
は
園
家
の
統
制
下
に
う
っ
す
数
果
が
あ
っ
た
と

定
期
市
の
展
開
は
、

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
り
に
定
期
市
が
園
家
に
よ
る
商
業
・
商
人
の
統
制
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

「
市
邑

高
も
て
数
ふ
」

と
い
う
賦
況
に
な
る
ま
で
の
聞
に
、
園
家
は
何
ら
か
の
針
策
を
講
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
貫
際
に
は
そ
う
し
た
痕
跡
は
み
と
め
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
、
定
期
市
が
園
家
の
政
策
と
矛
盾
す
る
も
の
と
さ
れ
な
か
司
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む

す

び

前
漢
前
半
期
に
は
、
政
商
的
・
投
機
的
一
商
人
で
あ
る
富
一
商
大
買
が
、
中
央
・
地
方
の
諸
官
府
と
の
取
引
き
や
有
力
者
へ
の
奪
修
品
販
買
な
ど

で
活
滋
に
活
動
し
、
全
韓
と
し
て
一
商
業
は
さ
か
え
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
商
業
と
市
と
の
開
係
を
み
る
と
、
案
外
、
市
外
で

の
取
引
き
が
多
く
、
嘗
時
の
一
商
業
の
中
に
し
め
る
市
の
比
重
は
小
さ
か
っ
た
。
ま
た
、
諸
侯
王
・
列
侯
・
高
官
か
ら
小
農
民
ま
で
の
各
層
の
人

-134ー

人
も
あ
ま
り
市
に
出
入
し
て
お
ら
ず
、
人
々
と
市
と
の
関
係
も
う
す
か
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
漢
後
半
期
に
な
る
と
富
一
商
大
買
の
政
一
商
的
・
投
機
的
性
格
は
あ
ま
り
め
だ
た
な
く
な
り
、
後
漢
時
代
に
は
そ
の
活
力
が
減
退

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
前
漢
前
半
期
に
富
一
商
大
買
が
従
事
し
て
い
た
中
央
・
地
方
の
諸
官
府
を
相
手
と
す
る
政
一
商
的
・
投
機
的
一
商
業
の
一
定
部

分
は
事
権
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
事
権
を
行
な
っ
た
中
心
的
人
物
と
し
て
は
、
時
の
政
権
の
中
橿
部
に
位
置
す
る
者
と
富
一
商
大
買
と
の
二
つ

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
時
の
政
権
の
中
植
部
に
位
置
す
る
者
は
、
確
貫
な
情
報
と
地
位
と
を
背
景
に
、

一
日
一
は
草
穫
に

成
功
し
て
大
き
な
利
盆
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
政
商
一
的
と
は
い
え
て
も
投
機
的
と
は
い
え
な
い
。
他
方
、
富
商
一
大
買
は
政
一
商
的
・
投

機
的
一
商
人
と
し
て
事
権
に
く
い
こ
ん
で
利
金
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
富
語
大
買
の
活
力
の



減
退
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
富
一
商
大
買
が
後
退
し
た
前
漢
後
半
期
お
よ
び
後
漢
時
代
の
商
業
で
は
、
市
が
全
瞳
的
に
充
質
し
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
都
市
の
常
設
市
に
は
箸
修
品
や
、
日
用
品
・
食
料
品
を
中
心
と
す
る
生
活
必
需
品
が
贋
く
で
ま
わ
り
、
高
官
・
豪
族
か
ら
小
農
民

に
い
た
る
各
層
の
者
が
各
種
の
生
活
必
需
品
を
も
ち
こ
ん
で
販
費
し
た
り
、
購
入
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
常
設
市
自
櫨
が
各
層
の
人
々
の

憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
た
。
同
じ
こ
ろ
、
都
市
か
ら
は
な
れ
た
農
村
部
に
は
定
期
市
が
慶
く
展
開
し
、
生
活
必
需
品
が
買
買
さ
れ
て
い
た
。
以

上
の
よ
う
な
常
設
市
の
充
買
や
定
期
市
の
展
開
は
、
か
つ
て
園
家
の
統
制
外
で
行
な
わ
れ
て
い
た
一
商
業
の
一
定
部
分
を
、
園
家
の
統
制
下
に
う

っ
す
数
果
が
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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註(
1
〉
市
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
主
な
研
究
と
し
て
は
、
宇
都
宮
清
吉
『
漠

代
社
曾
経
済
史
研
究
』
(
一
九
五
五
年
〉
の
第
一
一
一
章
「
西
漠
時
代
の
都

市
」
〈

一
九
五

O
年
初
出
)
、
第
四
章
「
西
漢
の
首
都
長
安
」
(
一
九

五
一
子
初
出
)
、
影
山
剛

『中
園
古
代
の
商
工
業
と
専
賓
制
』
(
一
九

八
四
年
)
の
第
一
章
「
中
園
古
代
の
商
業
と
商
人
」
(
一
九
六
一
二
年
初

出
)
、
第
一
一
章
「
中
園
古
代
に
お
け
る
都
市
と
商
工
業
」
(
一
九
七

九
年
初
出
)
、
佐
藤
武
敏
「
漢
代
長
安
の
市
」
(
中
園
古
代
史
研
究
曾

編
『
中
園
古
代
史
研
究
』
一
一
一
九
六
五
年
〉
、
美
川
修
一
「
漢
代
の

市
籍
に
つ
い
て
」
(
『
古
代
皐
』
一
五
|
三
一
九
六
九
年
)
、
劉
志
遠

「
漢
代
市
井
考
」
(
『
文
物
』
一
九
七
三

1
=一
)
、
吉
田
光
邦
「
素
描
l

漢
代
の
都
市
」
(
同
著
『
中
園
の
構
図
|
現
代
と
歴
史
』
所
枚

一九

七
四
年
初
出
)
、
山
田
勝
芳
「
中
園
古
代
の
商
人
と
市
籍
」
(
『
加
賀
博

士
退
{
且
記
念
中
園
文
史
哲
皐
論
集
』
一
九
七
九
年
)
、
渡
部
武
「
市

場
の
に
ぎ
わ
い
」
(
向
者
『
蜜
像
が
語
る
中
園
の
古
代
』
所
枚

一
九

八
O
年
初
出
〉
、
西
嶋
定
生
『
中
園
古
代
の
祉
曾
と
経
済
』
(
一
九
八
一

年
)
第
四
章
第
一
節
、
佐
原
康
夫

「漢
代
の
市
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』

六
八
1

五
一
九
八
五
年
)
、
越
智
重
明
「
渓
時
代
の
市
を
め
ぐ
っ
て
」

(
『
史
淵
』
一
二
三
一
九
八
六
年
)
、
堀
敏
一
「
中
園
古
代
の
市
」

(
「
中
園
古
代
の
法
と
社
禽
栗
原
盆
男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
一

九
八
八
年
)
、
重
五
啓
樹
「
秦
漢
の
一
商
人
と
そ
の
負
措
」
(
『
駿
塞
史

翠
』
七
八
一
九
九
O
年
〉
、
拙
稿
「
前
漢
時
代
の
商
買
と
縛
銭
令
」

(
『
福
岡
大
皐
人
文
論
叢
』

一
一
-
一
一
一
九
七
九
年
)
、
「
前
漢
前
宇

期
の
貨
幣
制
度
と
郡
豚
支
配
鐙
制
」

(
同
前
一
六
|
四
一
九
八
五

年
〉
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
異
人
と
の
交
換
の
場
と
し
て
の
市
の

起
源
を
論
じ
た
も
の
に
、
相
田
洋

「異
人
と
市
|
『
列
仙
傍
』
の
世

界
」
(
『
福
岡
敬
育
大
島
平
紀
要
』
四
二
第
二
分
加
一
九
九
三
年
)
が
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あ
る
。

(
2
〉
拙
稿
「
前
漢
後
半
期
以
降
の
貨
幣
経
済
に
つ
い
て
」
(
川
勝
守
編

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
産
と
流
通
の
歴
史
社
舎
準
的
研
究
』

一
九

九
三
年
)
参
照
。

(

3

)

武
一
帝
の
財
政
櫓
枚
政
策
に
闘
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
渡
返
信

一
郎
「
漢
代
の
財
政
運
営
と
園
家
的
物
流
」
(
『京
都
府
立
大
皐
皐
術

報
告
・
人
文
』
四
一
一
九
八
九
年
〉
、
山
田
勝
芳
『
秦
漠
代
税
役
制

の
研
究
』
(
科
研
費
報
告
一
九
九
一
年
)
、
拙
稿
「
武
需
の
財
政
増

牧
政
策
と
郡
・
閤
・
豚
」
(
『東
洋
史
研
究
』
四
八
|
二
一
九
八
九

年
〉
な
ど
が
あ
る
。

(

4

)

影
山
剛
註
ハ
1
)
所
掲
「
中
園
古
代
の
一
商
業
と
商
人
L

参
照
。

(

5

)

『
漢
書
』
径
五
二
回
扮
俸
に

(
丞
相
田
紛
〉
由
此
滋師制
、
治
宅
甲
諸
第
、
田
園
極
膏
映
。
市
貫

郡
勝
器
物
、
相
周
於
道
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
の
後
半
は
、
回
紛
が
買
い
こ
ん
だ
郡
・
鯨
の
器
物

を
邸
に
は
こ
ぶ
者
が
多
か
っ
た
、
と
解
懇
で
き
る
が
、
郡
・
豚
の
器
物

を
頁
り
に
く
る
商
人
が
多
か
っ
た
、
と
も
解
四
揮
で
き
る
。

(

6

)

こ
こ
で
は
、
向
新
陽
・
劉
克
任
『
西
京
雑
記
校
註
』
(
一
九
九
一

年
)
に
よ
っ
て
引
用
し
た
。

(

7

)

『
史
記
』
巻
八
高
祖
木
紀
の
一

O
年
七
月
僚
の
正
義
引
『
括
地
志
』

に
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
あ
る
。
ま
た

『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
の
京
兆
景
ノ

新
幽
盟
豚
僚
の
注
に
「
際
的
目
、
太
上
皇
恩
東
館
。
於
是
高
組
改
築
城
寺

街
皇
、
以
象
盤
、
従
堕
民
以
貫
之
。
故
続
新
堕
」
と
あ
る
。

(

8

)

宮
崎
市
定
「
周
漢
文
化
の
基
盤
」
(
『
宮
崎
市
定
全
集
』
一
七
所
牧

一
九
五
二
年
初
出
〉
参
照
。

(

9

)

『
堕
織
論
』
の
引
用
は
、
玉
利
器
『
堕
織
論
校
注
』

九
八
三
年
)
の
校
訂
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

(
凶
)
拙
稿
註
(

2

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
孔
)
宮
崎
市
定
「
戟
園
時
代
の
都
市
」
(
『宮
崎
市
定
全
集』

一一一所牧

九
六
二
年
初
出
)
参
照
。

(
ロ
)
拙
稿
註
(

2

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
日
)
王
葬
の
財
政
政
策
に
つ
い
て
は
、
影
山
剛
『
王
葬
の
酒
の
事
費
制
と

六
莞
制
』
(
私
家
版
一
九
九
O
年
)
参
照
。

(
日
比
)
後
漢
中
後
期
の
高
官
修
に
つ
い
て
は
、
王
永
卒
「
論
東
漢
中
後
期
的
著

修
風
気
」
(
『南
都
摩
壇
』
哲
祉
版
一
九
九
二

l
四
〉
に
詳
し
い
。

(
日
)
後
漢
時
代
の
外
園
貿
易
に
つ
い
て
は
、
『
後
漢
書
』
停
七
八
西
域
列

俸
、
停
七
九
南
旬
奴
列
停
、
俸
八

O
鮮
卑
列
停
な
ど
参
照
。
ま
た
『
後

漢
書
』

停
六
六
孟
嘗
列
停
に
は
、
行
依
が
賓
珠
を
も
と
め
て
合
浦
・

交

陛
郡
に
来
往
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

(
日
目
)
呉
慧
『
中
園
古
代
一
商
業
史
』
第
二
加
(
一
九
八
二
年
)
一
五
九
頁

は
、
後
者
の
記
事
に
よ
っ
て
、
寅
態
は
班
超
に
托
し
て
雑
粛
を
購
入
し

た
と
解
緯
し
て
い
る
が
、
誤
解
で
あ
ろ
う
。

(
げ
〉
た
と
え
ば
、
呉
慧
註
(
国
)
所
掲
著
書
八
八
頁
・
一
六
六
頁
、
新
園
鈎

『
春
秋
至
秦
漢
之
都
市
設
展
』
(
一
九
八
四
年
)
二

O
二
頁
、
曾
延
偉

『雨
漢
社
曾
経
済
設
展
史
初
探
』
(
一
九
八
九
年
)
三
五
七
頁
、
柳
春

藩
「
関
子
漢
代
官
僚
地
主
詩
人
三
ニ
結
合
φ

問
題
」
(
『
史
皐
集
刊
』

一
九
九
二
|
一
)
な
ど
参
照
。

(
国
)
後
漢
時
代
に
官
人
の
一
商
業
経
営
が
案
外
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

柳
春
藩
註
(
げ
)
所
掲
論
文
参
照
。

ハ
ω)
そ
の
ほ
か
、
後
漢
時
代
の
高
官
修
の
風
を
し
め
す
記
事
は
、

(
噌
訂
本
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書
』
紀
一
光
武
帯
紀
下
の
建
武
七
年
正
月
の
詔
、
『
後
漢
書
』
停
一
八

上
桓
諌
列
俸
の
注
所
引
の
『
東
観
漢
記
』
、
『
後
漢
書
』
俸
一
一
一
一
宋
均

列
停
、
『
後
漢
書
』
紀
二
明
一
帝
紀
の
永
卒
一
二
年
五
月
の
詔
、
『
後
漢

書
』
紀
三
章
帯
紀
の
建
初
二
年
三
月
辛
丑
の
詔
、
『
後
漢
書
』
紀
五
安

脅
紀
の
永
-
初
元
年
秋
九
月
庚
午
の
詔
、
『
後
漢
書
』
停
三
九
王
符
列
停

所
引
の
『
潜
夫
論
』
浮
修
篇
な
ど
に
も
み
え
る
。

(
ぬ
)
奥
慧
註
(
日
)
所
掲
著
書

一
五
六
頁
参
照
。

(
幻
)
渡
部
武
「
『
四
民
月
令
』
に
見
え
る
後
漢
時
代
の
豪
族
の
生
活
」
(
同

書
注
『
四
民
月
令
漢
代
の
歳
時
と
農
事
』
所
枚
一
九
八

O
年
初

出
)
参
照
。
西
嶋
定
生
「
秦
漢
時
代
の
曲
旋風平
」

(
向
著
『
中
園
経
済
史

研
究
』
所
牧
一
九
六
三
年
初
出
)
は
、
豪
族
の
貰
買
す
る
物
品
が
種

子
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
引
き
相
手
は
都
市
市
場
で
は
な
く
て
小

農
民
で
あ
る
と
想
定
し
、
多
国
調
介
「
漢
代
の
地
方
一商
業
に
つ
い
て
」

(
『
史
潮
』
九
一
一
一
九
六
五
年
)
も
そ
の
設
を
う
け
つ
い
で
い
る
。

筆
者
は
、
豪
族
の
取
引
き
相
手
の
中
で
小
農
民
が
重
要
な
位
置
を
し
め

た
こ
と
は
み
と
め
る
が
、
そ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
取
引
き
は
都
市
の
常
設
市
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

(
幻
〉
そ
の
ほ
か
、
『
後
漢
書
』
俸
六
郵
訓
列
俸
の
注
所
引
の
『
東
観
漢

記
』
、
停
七
二
下
費
長
房
列
俸
・
繭
子
訓
列
俸
に
も
み
え
る
。

(
お
)
佐
藤
武
敏
誇
注
『
塑
銭
論
漢
代
の
経
済
論
争
』

(
一
九
七

O
年
)

一
五
七
頁
参
照
。

(
鈍
〉
調
理
す
み
の
食
品
に
つ
い
て
は
、
吉
田
光
邦
・
渡
部
武
註
(
1
〉
所
掲

論
文
も
ふ
れ
て
い
る
。

(
お
)
書
籍
販
貰
に
つ
い
て
は
、
清
水
茂
「
紙
の
夜
明
と
後
漢
の
皐
風
」

(
同
著
『
中
園
目
録
四
時
干
』
所
枚
一
九
九

O
年
初
出
〉
も
指
摘
す
る
。

な
お
清
水
氏
は
、
前
漢
の
闇
宇
者
は
一
経
専
問
の
皐
が
普
通
で
あ
っ
た

が
、
後
漢
時
代
に
書
籍
の
流
通
が
さ
か
ん
に
な
り
、
諸
経
兼
逼
の
皐
が

一
般
化
し
た
と
の
ベ
る
。

(
m
m
〉
拙
稿
註
(

2

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
幻
〉
官
吏
が
市
を
憩
い
の
場
に
し
て
い
た
こ
と
は
前
引
の
科
排
列
俸
の
ほ

か
、
『
貌
志
』
倉
一
一
一
一
華
飲
俸
に
「
高
唐
震
斉
名
都
。
衣
冠
無
不
滋
行

市
星
。
:
:
:
鐙
脅
尉
・
:
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

(
叩
山
)
美
川
修
一
註
(

1

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
勿
)
そ
の
ほ
か
に
、
『
漢
書
」
巻
九
六
西
域
停
下
の
渠
惣
の
僚
、
『
漢

書
』
巻
六
九
遡
充
図
俸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
桑
弘
羊
、
越
充
園
の
屯
田
策
に

と
も
な
う
城
邑
の
建
設
を
務
測
さ
せ
る
記
事
が
あ
る
が
、
と
も
に
記
事

が
簡
略
で
あ
り
、
市
の
設
置
が
務
定
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
不
明
で

あ
る
。

(
鈎
〉
佐
原
康
夫
註
(

1

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
況
〉
{
子
都
宮
清
吉
「
偉
約
研
究
」
(
向
者
『
漠
代
社
曾
経
済
史
研
究
』
所

枚
一
九
五
三
年
初
出
〉
参
照
。

(
m
M

〉
佐
原
康
夫
註
(

1

)

所
掲
論
文
参
照
。

(
お
〉
「
市
ロ
巴
高
敷
」
と
い
う
記
述
か
ら
す
る
と
、
『
績
漢
書
』
志
二
三
郡

園
志
五
所
引
の
『
東
観
漠
記
』
に
「
永
奥
元
年
、
郷
三
千
六
百
八
十

二
、
亭
高
二
千
四
百
四
十
二
」
と
あ
る
亭
の
数
と
の
関
係
に
も
興
味
が

で
て
く
る
。

(
川
品
)
佐
原
康
夫
註
(
1
〉
所
掲
論
文
は
、
『
説
文
解
字
』
六
篇
下
回
巴
部
郷
僚

に
よ
っ
て
、
卸
亭
部
が
右
扶
風
美
陽
燃
に
所
属
し
た
と
す
る
が
、
『
漢

書
』
省
二
八
地
理
志
上
、
『
績
漢
書
』
志
一
九
郡
園
志

一
の
右
扶
風
拘

邑
豚
の
僚
の
原
注
に
よ
る
と
、
拘
邑
豚
に
闘
郷
が
あ
り
、
『
太
卒
御
覧
』
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径
八
二
七
に
引
く
桓
諜
『
新
論
』
に
よ
る
と
、

錦
亭
部
は
右
扶
風
漆
照

に
所
属
し
て
い
た
。叩
m亭
部
が
美
陽
豚
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
の
は

誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
設
文
解
字
』
同
右
僚
の
段
玉
裁
注
、
奥
卓
信
『
漢

書
地
理
志
補
注
』
(
『
二
十
五
史
補
編
』
第

一
mm所
収
〉
宅
三
栂
邑
際

の
燦
参
照
。
こ
こ
で
は
、
『
太
卒
御
覧
』
巻
八
二
七
所
引
の
『
新
論
』

に
よ
っ
て
飢
亭
部
を
漆
豚
所
属
と
し
て
お
く
。

〈
お
)
多
因
調
介
氏
が
註
(
包
)
所
掲
論
文
で
指
摘
し
た
豪
族
の
地
方
喬
業

は
、
荘
園
内
の
市
(
焚
重
の
荘
園
内
の
市
が
『
水
経
注
』
巻
二
九
枇
水

注
所
引
司
馬
彪
『
綴
漢
書
』
に
み
え
る
)
や
都
市
の
常
設
市
の
ほ
か
、

こ
う
し
た
定
期
市
で
取
引
き
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
お
〉
重
近
啓
樹
註
(
1
〉
所
掲
論
文
参
照
。

(
幻
〉
重
近
啓
樹
註
(
1
〉
所
掲
論
文
は
、
客一商
へ
の
課
税
方
法
を
推
測
し
て

い
る
。

(
お
)
重
近
感
樹
註
(

1

)

所
掲
論
文
が
い
う
よ
う
に
、
前
漢
末
ま
で
は
主
と

し
て
販
寅
額
に師
応
じ
て
そ
の
都
度
課
税
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
武

一
帝
期
以
後
、
占
租
制
(
申
告
納
税
制
)
が
し
だ
い
に
績
大
し
て
い
き
、

王
葬
期
以
後
に
、
そ
れ
は
富
一
商
大
賀
や
市
に
庖
舗
を
も
っ
坐
買
に
糾
問
し

て
全
面
的
に
適
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
市
の
路
上
で
臨
時
に
賓
買
す
る

不
特
定
の
人
々
に
占
租
制
が
適
用
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
多
分
販

寅
額
に
感
じ
た
課
税
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
原
康
夫
註

(
1
〉
所
掲
論
文
参
照
。

(
ぬ
)
定
期
市
で
の
課
税
も
、
販
資
額
に
暗
応
じ
た
課
税
で
あ
ろ
う
。
佐
原
康

夫
註
(
1
〉
所
掲
論
文
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Sheng), and of State Affairs（尚書省Shang Shu Sheng), aiming to make

clear ａ politicalstructure of the Sung Dynasty. Results are as follows:

　　

1) Yi contained three forms, first,yi of all o伍cials,at which all

officialsdiscussed grave matters of the State,second, yi of the Department

of State Affairs and of state councilors（宰執Zai Zhi), held constantly in

the process of designing policies,and third, yi of attendants（侍従Shi

Cong) and censors and remonstrators（毫諌Tai Jian), held according to

circumstances mainly for matters on ritualregulations. The latter played

an important rolein discussing policiesand appeared frequently in sources

above a11｡

　　

2) Dui, the system of shang dian zou shi 上殿奏事, played ａ part to

connect the emperor with officialsdirectly and broadly, taking various

forms zhu andu i韓對, zhaodui召對, rudui入對, yindui引對, and so on.

When we look at the right to speak to the emperor, making the dui as ａ

clue, a superiority of state councilors and censors and remonstrators was

remarkable, and when this function ran well. an influence of censors and

remonstrators could be ａ match for that of statecouncilors｡

　　

3）The politicsof the Sung Dynasty were operated by the three-

poles-structure,constructed of the emperor, who had the supreme power to

propose and decide the will of the State, and state councilors,who planned

the policies,and attendants and censors and remonstrators, who discussed

and amended the policies｡

　　

As cleared in (1) and (2), attendants and censors and remonstrators

had the politicalpower in the yi and dui systems, so they occupied one of

the three poles in this structure.

COMMERCE AND MARKETS IN THE FORMER

　　　　

AND THE LATER HAN PERIODS

Kamiya Masakazu

　　

In the firsthalf of the Former Han, commerce was vital owing to

activitiesof rich traders and big merchants (Fushang dagu 富商大買）ｗｈｏ
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acted as businessmen with politicalties and as speculators. But in this

period, there also ｅχistedａ type of trade which was done outside markets

and thus was not under control of the State. Moreover each of classes

of the society,from powerful families to peasants, would seldom go to

markets then｡

　　

However, after the second half of the Former Han, some proportions

of the commerce which had something to do with central０ｒlocal govern。

ments were replaced by ｅχelusivedealing (Gu-que事棺), carriedout mainly

by high officialsof the State and eunuchs, and as ａ result of this phe-

nomenon, vitalityof rich tradersand big merchants decreased. Nevertheless,

commerce was stillflourished at that time, for markets became well fur-

nislied with merchandise.　In town markets, not only luxuries but also

commodities circulated broadly and were traded by people of various classes.

while the markets themselves became places of amusement. Meanwhile,

there spreaded out fairs in rural communities, where commodities were

traded. Such ａ trend led some proportions of commerce outside control of

the State into under control.
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